


日本 建 築 協 会 企画 ・販 売
1917年 3 月に創設された日本建築協

出版図書一覧

会( 当時 関西建築協会) は、すでに

昭和初期には大阪近辺で注宅博覧会や

辺諜講演会を聞く一方、当時は入手し

にくかったｾ嘆の情報を図自の出版と

L 、う形で会員に拙共していた。

*  

日本建築協会創立70周年記念出版

住宅近代化への歩みと日本建築協会 1988年

A 4判 企 画 ・発行. 日本建築協会本体価格1，500円

日本建築協会創立75周年記念出版

工高生デザインコンクール入選作品集 19畔

A 4 判企画・発行. 日本建築協会 本体価格2，000円

昭和生まれ関西の建築家50 1987年

A 4判 企 画 ・発行 日本建築協会 本体側絡1，500円

日本建築協会建築クラブ朝食会300回記念講演記録集

糊 記 録 集 話 の は な し 附 年

ｂＶ 判 Ｕ 分附企画 Ｎ 日本建築協 会主 ｾ 築クラブ販売 価絡 Ｒ ， ＵＰＰ 円 Ｈ税 ・ 送料込みＩ

民 間 ( 旧間会) 迎合協定

工事請負契約約款 ( 平成昨日改訂)

事前負契約百・ 仲裁合怒訟・契約書使用上の留意事項 ・建設工事に係る

資材の再資源化等に|英|する法律第13条および省令第4条に基づく出面

販売単位: 2部 1単位とする

側 絡 1単位700円( 税込) 送料は実質

日本建築協会事務局 (06- 6946-6981) で販売

最新刊 ｺ司平哨刊 ｪｩ Ｍ杓附 正勺弛湘伽ｽ成仰肌戎幻机 Ｒ幻 ｬ 王年 ｉ ｾ問 乙

写真マンガでわかる建醸築i麟賜管観理100∞ポ刷イン川卜

管理の良い現場、惑い現場が一目 i僚然!

現場のブロークンウインドウズを見逃すな

著 者 玉 水 新 吾

四六判 224ページ

定制li 1，900円+ 税

予告平成22年11月10日発行予定

プ口が教える住宅の植栽

著者 if東山 宏

B 5 平11 176ぺージ

定制li 2，800円+ 税

以後、創立周年記念事業として、その
*  

11寺代の動きをとらえて単行本を出版し 購入希望者は、 (紛日本主鴎協会事務局

ている。 (T EL06- 6946- 6981、FAX06一

50周年、 60周年、 70周五F、そして80周 6946- 6984)  まで。

年に、図3 の出版が企画さオ1 現在も

総統して発行 ・販売されている出版物

は、以下のとおり 。

日本建築協会創立60周年記念事業「建築技術選1! J J姉妹続四六判 2色刷イラスト入

〈プロのノウハウ〉シリーズ

企画 . 日本建築協会発行. 学芸出版社本体価格￥ 1，600- ￥2，800

衛 生 設 備 の ト ラ ブ ル50 建 築 の 現 場 管 理 シス テ ム

建築設備トラブル研究会 伊東貞夫

鉄 筋 工 事 ・ 本 音 の 現 場 学 糊 コンクリート工事のチェ ックポイント100

荒川治徳 加賀秀治

建 築 と 音 の ト ラ ブ ル 建築基準法的性能規定を読みこ証すコツ

中川清ほか 高木任之

建 築工 事 の 祭 式 第二版環壊と共生する建築自のキーワード

「建築工事の祭式j 編集委員会 大西正室

飛 躍す る 構 造 デ サ イ ン 木 造 住 宅 の し く み

渡辺邦夫 在来工法の基本と応用 浅 野 平 八 東 敏1碍

改訂版建築物の消防法を読みこなすコツ インテリアコーディネー卜の四ポイント

高木任之 町田ひろ子監修/ 松本茂・村元俊子著

ブ口が教えるキッチン設計のコツ 木 づ く り の 常 識 非 常 識

井上まるみ 上 村 武

現場で学J3i 住 まい の 雨仕舞 い 建築トラブル にみる常識非常 識

玉水新吾 荒川治徳

住宅工クステりアの1日〕ポイント 第三版都市計画法を読みこ在すコツ

藤 山 宏 高木任之

第三版建築基準法を読みこ起すコツ 建築主 が納得する住 まい づ くり

高木任之 玉水新吾

写真マンガでわかる建築現場管理100ポイント

玉水新吾

日本建築協会創立70周年記念事業 ・B5判

選書特装版

企画 - EI本建築協会 発 行 ・ 学 芸出版社 本体価格￥ 3，000- ￥4，000

水|こまつわるトラブルの事例 ・解決策 建築デザインのための構造計 画

〈建築篇> r建築漏水j 編集委員会 須賀好

水|こまつわるトラブルの事例・解決策 入 門 ・ 建 築積 算

〈訟備篇> r設備漏水」編集委員会 生島道春

建物の汚れ一トラブル事例と解決策 建物の結露 トラブル事例と解決策

「建物の汚れJ 編集委員会 「建物の結露J 編集委員会



平成22年度

建築工事実務講習会

この講習会は、 建 築C P D情報

提供制度認定プログラムです。

(紛大阪府建築士会 ( 7単位)ー予定

(紛日本建築家協会 ( 6 単位)

. O MMビル

交通京阪電車「天満橋j 駅東口、地

下鉄谷町線「天満橋j 駅北改札口から

O MMビル地下 2 階に連絡

第56回工高生

デザインコンクール

入選者発表

一設計課題:

あなたのまちの

デイサービスセンターー

2010年建築関係団体

合同忘年懇親会

2011 年

建築関係14団体

合同新年交礼会

日本建築協会

& 血

冨固

日 時 。 2010年12月 2 日(木)

Ｙ ・ ＰＰｾ Ｑ Ｗ :  00 

会 場. 大阪マーチャンダイズ・マー卜

ビル (O MMビル) 2階 4号室

定 員 。 100名 (先着順)

受講料。 15，000円 (含テキス卜代)

* テキス卜は、22年度版を

当日配布

. 申込方法

FAXまたは E-mailにで、

①催し名[ 講習会」

②受講者氏名 (年齢)

③事業所名

① 受講票送付先住所

⑤ 担当責任者

⑥電話番号

日本建築協会主催による平成22年の

標記コンク ルの入選者が、右記のと

おり決定いたしましたので発表します。

なお、入選作品は平成23年 1 月号に

掲載いたします。

・応募校数/19校

・応募作品数/108点

順 不 同 敏 称 略

関西建築界恒例行事として、日本建築

協会、大阪府建築士会、大阪府建築士

事務所協会、 日本建築家協会近畿支部

関係者が集い、忘年懇親会を開催し親

交を深めてまいりました。

本年は大阪府建築士会が当番会として

下記のとおり開催することになりまし

たので、会員各位の多数のご参加をI頁

きますようご案内申し上げます。

日 時 平 成22年12月14日(火)

午後 Ｖ 時 ｾＷ 時 ＳＰ 分

会 場 太 閤 園 迎 賓 館

日 時 平 成23年 1 月 4 日 (火)

15 :  ＰＰｾ Ｑ ＶＺ＠ 00 

会 場 シェラ トン都ホテル大阪

浪速の問

大阪市天王寺区上本町6ート55

参加者 500名予定

会 費 3，500円 ( 当日欠席されても

会費をいただきます)

⑦受講料支払方法

(銀行振込、郵便振替、等)

③ C P D を申請される方は、 申請先の

団体名をお知らせください。

受講料は、銀行振込・郵便振替等で納

入して下さし、。受講料入金確認後、受

講票をお送りいたします。

・申込先

制 日本建築協会編集事業課

< 取扱銀行>

・三井住友銀行

大阪中央支庖 (普通No. 860034)

・三菱東京UFJ 銀行

瓦町支庖 (普通No. 210054)

・りそな銀行

北浜支庖 (普通No. 272234)

・郵便振替口座 00910-9-39975 

入 選 最 優 秀 賞 = 雲 茜

入選 ・優秀賞 清水 大祐

入選 ・優秀賞 中西加奈子

入選 吉葉 喬五

入選 福 島 良 太

入選 平j畢 亜 実

入選 石 原 将 稀

入選 東 美月

入選

山本 秀 人

山口 郷子

入選 上田 星子

ダイヤモンドホール

大阪市都島区網島町9- 10

TEし06 (6356)  1111 

参 加 者 約300名予定

会 費 6，000円 (福引付き)

申込み 11 月18日(木) までに、会貨を

添えて 日本建築協会事務局ま

でお申 し込み下さし、。

TEL. 06-6946-6981  

FAX. 06-6946-6984 

振込先 ］盆住左ｾ立大阪宣Ｊ支庖

普通預金口座 0860034 

申 込 12月 9 日(木) までに会廷を添

えて 日本建築協会事務局まで

お申し込み下さい。

TEL.06司 6946-6981

FAX.06-6946-6984 

振込先 三井住友銀丘大阪宣去支底

普通預金口座 0860034 

二菱墓京UFJ 鍾宜瓦E 支直

普通預金口座 0210054 

TEL :  06-6946-6981 FAX ・06-6946-6984

E- mail :  j igyoka@aaj .or. jp  

URL  :  http : // www. aaj .or .jp 

・科目 ・講師

施工計画

白塚 芳 郎氏

鴻池組大阪本l苫建築部部長

池 内 昌志氏

側 浅，召組大阪本属建築部

技術グループ課長

仮設見積

阪井 聡氏

林組大阪本庄建築事業部

生産技術部部長

大阪市立工芸高等学校 3年

山梨県立甲府工業品等学校 2年

大阪市立工芸高等学校 3年

山梨県立甲府工業高等学校 2年

静岡県立科学技術高等学校 3年

大阪市立工芸高等学校 3年

大阪市立都島工業品等学校 3年

堺市立堺高等学校 2年

広島市立広島工業高等学校

3年

2年

福岡県立福岡工業高等学校 3年

= 蓋墓喜UFJ 鎧丘互E 室直

普通預金口座 0210054 

郵便振替口座

00910-9-39975 

名義はいすれも

社団法人日本建築協会

お願い ① 出席者名簿の作成のため、

申し込みの際に氏名( ふりがi

な) ・勤務先をお知らせ下さい。

②申込者で11 月26日(金) まで

に欠席のご連絡がない場合は

会費のご負担をお願いします。

郵便振替口座

00910-9-39975 

社団法人日本建築協会

お願し、 ① 出席者名簿の作成のため、

申し込みの際に氏名 (ふりが

な) ・勤務先をお知らせ下さし、。

共 催 (凶日本建築協会

(u ) 大阪府建築士事務所協会ほ

か12団体

建祭と祉会 ・2010. 11 I  



「建築と社会」 誌

大正6年3月に誕生した日本建築協会 本建築協会雑誌」、 さらに1年後には おりで、パ ック ナンバー購入希望は、

( 当時 ・関西建築協会) の、 機関誌 「建築と 社会j と改題し、 今 日に至 日本建築協会事務局 ( TEL 06・6946・

は大正6年9月に 「関西建築協会雑誌J っている 。 6981、F A X 06・6946・6984) まで。

と題して創刊された。大正8年に 「日 取り上げてきた特集テ ーマは下記のと 販売仰i格は12∞円 (送料・消費税含) 。

特集一覧 ・1988- 2009
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・ 軟弱地盤 ・ 設備における ・ 中国地方の展望 ・ 集合住宅の ・ 第 35回

・ ホテル物お と基礎 日fと ・ 辿物の外装 ・ 都心巨Hl とひろしまの ・ 2 1世紀への ・ 制 恥 ・ 却 五階住宅 リ7レ汐. : 1. * W年技術者 ・m テレビ

・ 文化と伝統一東 . 車畑盟主主誠 ワ7 レツンユ $ まち叫 ! 照明 牢 を考える ・ 大阪府営普 ・ 800 号f :t ・

海からの報告 作品晶
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・ いま、プール ・ 住まいの ・ キーコンセプト ー ・ 軍43圃青刺繍吉

から学ぶ 出桔公社創立 地方娠興 と 設ｾ｛ｪ 生きる法体系 メディアが 1 ポーツ厳枝 ・ ) L州の7 c 気

*  却周年f 2* 文化 本 ・ 大建設計 ・ OAPタワーf がおもしろい 未来像 つくる世界 の新時代 施設の設惜 ・ 0ん〈うの3作品 ・ 近世地盟官措置

- 建築のロン ・ 車嵩宣車全日作品 ・ 制宜80周年E童 ・ i主む空1111の ・ 踊エネルギー ・ Ｙ ロスワード ・ モザイク都市 ・ 私の ｾｬ ｴｕ ・ 首144回

グライフ 化 ・ 鉄るのがたり ・ 銀 l l!-l土士 / 霊能制I全 ・ 枯盛基軸円減 復興一法制置の ・ 素材の不思議 ・ 住 宅 都 市 船 li O鈷KA の住むかたち 作法 1'f 年技術者

をめざして *  ｾｴｩ｜ｾＮ 蜘 - 80AOl ト a簡と削除 制 ＢｴｾＱＱ ← ・ 大阪ドーム 制自公団改 *  . 昭 和 町十 一全日作品一 ・ 京郎駅ヒ・J レ

・ 住罰金団園西支社 Ｑ Ｑｾ ｩＮ へ の提言 40周年

・ 新ぃ、まちづく ・ Concrete ・ 東海支部 ・ 心と体を ・ 建聾設備ー ・ 建築への証 ・ ゆれをとめる ・ 払の空I nl作法 ・ 制調青年u稿者

りの予盛 ・ 九州とわたし 会只作品 ・ 街並みの描出 ・ 生活環境の ・ 地球廓境 元気にする ピルメンテナン 古 . 98 ーたえる技術 ・ 2001年町医症 ・ Eとと 6に事んだ

・ 東畑盟軍事暗所 そして也聾 . f.:l!i fー諏訪と E近町外情材料 安全 ー安心 保全と 建築 インテリ 7 ^町立掛から - 21/!! 紀に からかわす 施担 jR西日本の12年

創立邸周年 その周辺一
向け て 技 術 へ

・ “ らしさ" ・ 班海文部 ・ 聞西l ! 聾界の誼 ・ 改正也事基措法 ・ アーバンイン

のデザイン ・ 大阪市 附li • ｾＸｾＱ りもぷ ・ 術 ｬ￭ の れと東鵬三の ・ 大阪城天守ISJ まちづ〈り ・ 払の目でみた テリアー桁Ji ・ 木とともに ・ 払の空I sl作法 ・ 第46四

・ 盟聾を紐どる 整備局 陣畳と地暗文化 パプリァタ 足跡をたどる 平成の大改修 すまいづくりへ m境問題 空間としての 1'( 11:' 技術者

小辞kモ)0) 仕掛人 の再構聾 の展開ー インテリア

・ 21世紀のヂザイ ・ 中国支部ーしま主 . 東海文部 ・ 割る割定方法 ・ 改正建築 ・ l∞年桂への ・ 米 i世 紀 に ・ . y. の空間作法

. j;ELjA; 拐 な 平 方 ・ 詰 百 鰐 ・ 品 ;3?7 ;1721T ・ ? 先 日 & 禦1 ・1起訴l葉 :12て 工 ・ l時間 ・2i 純 一 ・322僻

一旦坐盟主一一一一- J E 2竺土一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一」盟土- - - 斗二一一一一一一一主坐塑旦
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会n作品 「まち再生J ) レの伎 のまちづくり Design+  I  よさを求め 何か そなえて ー全日作品 行年技術者

・ 愛 地 球 偽 *  と支援制度 て ~
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- 都市環境デ ・ 「地方空港の ・ 3在潟支部会 ・ /:II rli 再生の ・ 変容する家 ・ 身近在世エヰル ・ 設計図が伝 ・ 建築物の安 ・ 百153回 ・ 「セキュリ ・ もしも ー ・ι の空間作法

ザインと参 時代J - まち n作品2( 防 本質一光と 脹形態とあ ギーーエネルギ えるもの 全 安 心 青年技術者 ティ J - 構造が米 一全員作品一

加のまちづ と共存する空 + 東海支部 影のはざま たらしいライ ーをたくわえ、有 *  米へつなぐ

くり 港づくり~ 特集3部作 * で ~ フスタイル 効利問するー
拶 ~

・ 光り蝉く ・ 学校新時代 ・ :!lr#ij 支部会 ・ 創立90周年 ・ 品そぴ考 ・ こだわりが ・ ｻ 主まいの設 ・ 建築系雑誌 ・ ｾ築基準法 ・ 第 ＵＴ 回 ・ ガラスを ・ 楽しい椛造

京都の景観 只作品2∞7 記念ーこの 創る住まい 備と空間の が伝えるも 等大改正 ，'1年技術者 考える の世界

まちづくり + 東海支部 10年、これ のカタチ 務り変わり の

特集3部作 からの10年

・ 私の空間作法 ・ PFr事業、 ・ 東海支部会 ・ まちづくり ・ 新ホテル物 ・ 設備に役立 ・ 中国I ! : H詰尚喜 ・ 建築と景観 ・ 第55匝l ・ 木造住宅を ・ i l ! 築において ・ 自然と戦う

一全員作晶ー その後 民作品2∞8 2011年 立言 語 つ地後対策 ぃτ見える初 ｾ ￭ Ｍ 年技術者 巡って ROBOTが 構造

十東海支部 ・ 小林型心女 活縦する日は

特集3部作 子学院 来るのか?

・ 私の空間作法 ・ 水の綿にぎ ・ 如 トTOKAI ・ 楽 l. . t 、福祉 ・ 体感する ・ 建築ｾｉｩ 日 が ・ 主ｾ築と水 ・ ｾｭ レベル ・ 第 ＵＶ 回 ・ 地域の歴史 ・ 第16回 ・ 構造家日記

一全員作品ー わl 、のある未 オムニバス インテリア 求める空気 で展開され ずf年技術者 資産を活か 全員作品特集 ~頭の 中を
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- 建築がさかんな熊本で

熊本大学田中智之研究室は2005年 4 月

にスタートした、現在21名( 学部 4 年生 7

名、大学院生 14名) の学生とともに設計や

研究を行っている建築計画系研究室であ

る。本学のある熊本は「くまもとアートポ

リス」がひろく知られているように、建築

やまちづくりが盛んな地域のひとつであ

る。その恵まれたフィ ールドのなかで、具

体的なプロジェクトを通して日々研究や創

作を学生とともに行っている。

プロジ、ェク トは家具的なものから単休の

建築、そして都市に及ぶスケールのものま

で、多岐に渡っているが、最近では既成の枠

にとらわれない、多領域横断的なものも多

くなっている。多領域とは、駅周辺地域に

おける土木やID分野との協働や、最近では

低炭素プロジ、ェク トを通して電気や機械系

と協働する機会も多い。ではそのうちの 2

つの取り組みを紹介する。

- 熊本駅における 「熊本方式」

まずは「熊本駅周辺地域都市空間デザイ

ンJ で あ る ( ・01 . 02) 0  20 18年の在来線

高架化に伴う 完成形整備に向けて計画が

進行しており、現在は20 11年 3 月の九州

新幹線全線開業に伴う瞥定整備に向けて、

急ピッチで工事が進行中。 乙のプロジ、ェク

トには2005年から関わっているので、も

う足かけ 5 年以上にもなる。乙とでは他の

駅周辺整備とは異なる、独特の進行方法を

とっている。後に 「熊本方式」とでも呼ば

れることになるであろう( ? ) その仕組み

は、ユニークなものである。

熊本は言わずと知れた城下町である。都

市形成の過程で鉄道は外縁部に配置された

ため、熊本駅は中心市街地から南西に 2 キ

ロほど離れた場所に位置している。そのこ

ともあって駅や駅周辺地域は市民生活の中

心にはなく、時代の涜れから取り残された

感のある場所となっていた。

しかし九州新幹線が全線開通することが

決まり、観光 ・通勤通学 ・そして日常の拠

点となる新たな都市核として再整備する必

要性が急発生。さらには中心市街地との結

節性も当然求められる。そこで2005年に

基本計画が策定されたのであるが、コンセ

プ トは 「人 ・文化 ・自然と出会うくまもと ・

交涜舞台ｾパークステーション ｾｊ と、よ

くある将来ビジョンが掲げられていた。

63.2ヘクタールという広大な整備エリア

のなかで、何十もの大小事業が岡崎進行す

る、熊本ではこの先50年はまずないと 言わ

れている未曾有の大開発なのであるが、

おそらくこのまま欣っておくとありきたり

，"・・.."剥ucr 4" Y“ 肉縄. /.例1・) O/ "'f' l‘

. 01 熊本駅周辺都市空間デザインの概要スケッチ

の駅前整備がなされ、官民バラバラな印象

しか与ーえないものになってしまう という

危機感を一部の行政職員が持っていたのが

幸いで‘ あった。

そ乙でその職員らが建築 ・土木などの専

門家や有識者に働きかけ、「熊本駅周辺都市

空間デザイン会議」が発足。マスターアー

キテクトを置かず、当然マスタープランも

なし。上から回線でなくひと目線で様々な

事業を、ひとつひとつ丁寧に調整しながら

全体盤備を行っていくという仕組みが形成

されたのが、筆者が来熊した 2005年のと

とであった。そこでお声掛けをいただきデ

ザイン会議委員とともに、実働組織として

のワ ーキングを任せていただけることにな

った。そこでは官 ・民 ・学がひとつのテー

ブルを囲み、常に全体の乙とを考えながら

綴々な事業についての議論や調整が行われ

ている。

しかしこれが言 うのは易しなのだが、

実際はなかなか難しいのである。長い| 静岡

をかけて全体をつくっていくということ

と、行政の仕組みがかみ合わないことは周

知の事実である 。 役所の担当者は ＲｾＳ 年

で交代し、引継ぎ、もままならないまま事業

は民間のスピードで進行していく 。様々な

事業が入れ倍わり立ち替わりで現れ、役所

の担当者は変わっていく 。 このような状況

をシームレスにつなぎ、全体のまとまりを

つくっていく仕組みが不可欠である。

乙の「仕組み」が我々地元の若手教員そ

のものだということになった。我々 とさ? い

たのは、星野裕司氏( 熊本大学工学部1ft 教

綬/ 土木景観) と原田和典氏( 崇城大学芸

.02 研究室にて設計デザインした「田崎橋電停」



術学部准教控/ UD ・サイン) と筆者( 建築

設計) の 3 人がそのメンバーで、我々が駅

周辺の「生き字号 IJ として長く関わり続け

ることで、その継続性を担保しようという

ことである。 トータルデ、ザインやきめ細や

かさを、それに関わるヒトにー質性をもた

せることで実現しようとする考え方であ

る。我々が参加するワーキング、は大小あわ

せ、はや 100回を数えるまでになった。今

後プロジェクトが完成した後の管理運営や

維持管理も含めてお付き合いするととにな

っているそうである。

乙れがいわば「熊本方式J なのである。

現在は、 3 月12日の新幹線開業に向けて

アートポリスによる 3 プロジ、ェク ト ( 西沢

立衛氏による東口駅広、佐藤光彦氏による

西口駅広、クラインダイサムアーキテクツ

による東口駅前交番) を含めた全てのプロ

ジ、ェク トが同時進行しており、学生ととも

に模型やドローイングを用いた検討、そし

て現場での調鐙等を日々続けている。

- 上乃裏におけるリ・リノベーシヨン

もうひとつは、まちなかの「上乃裏プロ

ジェクト」である( ・03. 04 ・05)。

熊本の中心市街地は 2 核 3 モールで構成

されているといわれ、 2 核は通I l I J 筋と桜

IIIJ ・花畑地区で、 3 モールは西日本最大級

といわれている上週、下通、新市街のアー

ケード街である。全国的に中心市街地が衰

退していっているなか、熊本は比較的元気

なまちであると 言われている。そのなかで

も上通地区、とりわけその裏通りに形成さ

れた「上乃裏通り J は、中小企業庁による 「が

① 

調F・・

. 03 研究室にて設計施工した iBarMJ  

んばる商庖街77選」にも選ばれる程、病気

を呈している。

もともとは車 l 台がやっと通れるような

路地哀で、老朽化した築 100年以上の木造

建築群と虫食い状態の駐車場による、商業

地としての側値は低い地域であ った。 この

ような中、県内から移築してきた「繭政」

を改装したビアレストラン「壱乃倉庫」が

1987年にオープン、古い蔵を活用した独

特の食空間が評判となった。乙れを契機に、

1-1' 心商届街に比べ地価や賃料が安いことも

あり、若者を中心に上乃裏通りへの出陪ニ

ーズが高まり、との改装を手掛けた工務jih

経営者は、多くの若者たちから創業の相談

を受けるようになった。

乙の結果、現在は古い民家や旅館など約

70の木造建物がお酒落に再生され、自然発

生的に、飲食底、古着屋、雑貨応、ブティ

ックなど約 100底舗が集積。通り全体とし

て、「古さと新しさが融合した独特の雰囲気」

のある空間を形成している。

しかし最近は通りの価値が高まってきた

ととにより、古い建物を取り壊して新たな

テナントピルに建替えるケースも出てきて

いる。また人気のエリアとなったことで車

の通行訟が増え、回避性や滞留に; 形響を及

ぼしている。

そ乙で「壱乃倉庫J に続く第二の波とし

て、上T'J 裏プロジェク トがとある 地元オー

ナーの協力でスタートした。「壱乃倉庫」を

はじめとする一連の再生事例を「地域資源」

と捉え、それを再活用してさらにまちを元

気にする、という考え方である。 リノベー

ションのリノベーション、つまりリ ・リノ

. 04 iBar  MJ 光の華咲く 力ウ ンター

ベーションとでも l呼ぶべきだろうか。

具体的には上述の工務自経営者が手がけ

た住宅を、飲食屈にリノベーションするプ

ロジェクトを実施した。2008年夏頃から

学生と様々な改修案をつくり、オーナーを

交えたディスカッションを重ね、計画案を

絞り上げた。そして学内工房を駆使したセ

ルフビ、ルドにより施工を行い、 2009年 5

月に完成した。

もともと蔵のような住宅であったため、

その空間性は保存継承し、アイランド型カ

ウンターと棚を「添加」 した。飢IJ r 簡をピア

ノ塗装で仕上げ、たカウンターの白色天板に

は、 LEDペンダントとグラスによる 8 輸の

「ひかりの華 J が咲き、うち 2 愉は怖かに

回転する。 乙のお花畑のようなカウンター

と、そ乙に集う人々のにぎわいがとの屈の

ファサードをかたちづくり、まちに賑わい

を{ 共出している。

そしてとのプロジェク トが呼び水とな

り、現在上乃裏において複数のプロジェク

トが進行中である。

- デザインのオルタナテ ィヴを

乙のように、従来のやりかたに笛わる、

デザインのオルタナティヴを棟索実践して

いる。熊本駅ではマスターアーキテクトや

マスタ ープランに替わるエリアデザインの

方法を。上乃裏ではリノベーションをさら

にリノベーションする方法を。

デザインの手法は時代と共に変化すると

考えている。時代の変化に対応できる、建

築や都市デザインの方法を研究室で日々考

え実践している。 ( 文江 ・田中智之)

. 05 iBar MJ にて研究室メンバーと



小さな木の家

設計

石川友博・成山奈々 絵

石川友博 (いしかわともひろ )

1977 兵庫県生まれ

2003 大阪工業大学大学院

建築学専攻修了

2006 設計事務所等を経て、

石川友博建築設計事務所開設

成山奈々絵 (なりやまななえ)

1977 大阪府生まれ

2003 和歌山大学大学院

デザイン科学修了

2006 石川友博建築設計事務所

企 画 編 集 津 田 純 一 (作品作風小委員会)

若い夫婦のための個人住宅。

大通りから一筋中へ入った周囲を住宅に固まれた市街地に位置する。

近隣に開いたコミュニケーションのとれる家、無垢の木をふんだんに使 った家という主な要望に対して、屋外の領

域と室内の小空聞が立体的にゆるやかにつながることや、動線に回避性と距離をもたせることで外観からは想像

出来ない広がりと 、奥行きのある心地よい空間を得ることができた。

小さくおさえられたボリュームの木の箱は周囲に対して聞かれ、広縁にいると近所の方々か、遊びに来てくれたり 、

声をかけてくれたり、また友人たちの集う場所として開放的でありながらやわらかくプライパシーに守られている。

また内部空間においても、 リビングの吹き抜けを介して家族の気配を常に感じられるようにするなど、家族同士が

つかず離れずの関係を適度に保てるヒューマンスケールな家とな った。



特集

L ED照明の活用・将来を考える

~人・地球への思いやり~

照明の分野では、光源革命となる ｌｅｄ が開発され、その認知度が益々 ｉ ｉ ｾｾ ま っ ています 。

省エネ、長寿命はL E Dの最たる特徴であるが、他にも熱線や紫外線が少ないなどの

理由で、文化財などの照明にも用いられています。また、高輝度、調光 ・点滅が自在、

|如水柿造など、光の表現力や機能性においてこれまでの明かりの歴史を刷新しました。

L EDは照明用途の他 にも車11弘通信、植物育成、医療など様々な分野での展開

待できます。

ｾ Ｎ 円

建築界では ｌｅｄ に注目はしているものの、 ｌｅｾ 性能及ひ ｈ 刊の取り組み方など未

知のところが多い。そこで、本特i佐で、はプL E Dをあらゆる面がら語fっていただくこ

とで謎を解き明かしていきたいと考えています。

総論

L E Dの現状と技術進歩について. 板東完治

各論

L E D照明の実践へ! ・落 合 勉

L E D照明器具の現状と諜題 ・今後の展望・片山就司

L EDを光源とした新たな可能性・本郷智

現場で活用される L E D照明器具の可能性を採る ・桜井手[1男

L ED照明、 j苫告f I i 照明としての効果・大 竹 務

企 画 胞工材料分科会

被 )1'利 91 (竹'-1"工務脂) " 1リ11 s  (鹿島建設) 平田茂良 (大和ハウス_ [ 業) 級 九 啓 一 Ｈｲ ｾ￭ 水建 設Ｉ ・山間 篤 人 Ｈ 大林 利 ｬＩ・ 吉 田正 友Ｈ 日本建 築総合試験 所 Ｉ



LEDの現状と

技術進歩について

日 亜 化学 工業 側 技 術 l摘 発 本 部

板東完治

8  建築と社会 ・2010.11

- はじめに・

照明は、現代の文明社会に生きる我々にと

って生活や住居には欠く乙とができないもの

となっている。 しかし一方で、、照明が地球環

境に対しでも大きな影響を及ぼしていること

を我々は忘れてはならない。現在、日本国内

では 1 年間に消貰・されている電力約9，500イ意

kWh/ 年の内、約13%の電力が照明に使用 さ

れている。C 0 2排 出量に換算すると 4，800万

t/年にも相当する電力である。低炭素社会の

実現に向けて照明分野における省エネがC 0 2

削減に果たす役割は非常に大きい。経済産業

省の試算では、白熱電球( 一般消費用全ラン

プの消費電力量の約9.6%) 、および蛍光ラン

プ( 問、約73.1 % ) を、全て 150 l m八九fの次

世代高効率照明に転換すると、 t針1司自電力は

照明の省エネに関しては、本編で述べる

L E D  (Li ght E mi tting  Di ode) の よ う な 高

効率の光源を開発することだけでなく、照明

器具の改良、調光制御、畳光利用、人間の心

理的視覚的効果の利用、などさまざまな取り

組みが行われている。 こうした中で、とくに

今L E D が注目を浴びているのには忠由があ

る。

第一 に挙げられるのが、L E Dの発光効率

の著しい進歩であろう 。効率の高い光源を使

うことで同じ明るさを得るのに小さな電力で

済むよ うになる。

最近のL E D技術の発展は目党しく、新し

L 、技術が次々と開発され、現在では150 I m/  

W を超える高い効率の製品もあり、 他の白色

光源を凌ぐレベルにまで達しようとしている。

第二 の理由は、L E Dが半導体を使 った固

約 1 / 2 に削 減 さ れ る と 推 定 さ れ て い る 体光源 (S oli d S tate Li ghti ng) であることだ。

(Cool  E arth- エネルギー革新技術計画、平 周知の通り白熱電球は赤熱したフィラメント

成20年 3 月) 。 から放射さ れ る熱線を利用する方式であり、

※ 1m (ルーメ ン) は光東と H予ばれる光の訟をあら 蛍光ランプはガス放電を利用する方式である

わす単位、 1mを消費電力Wで; 引った値が発光効 が、当土導体である L ED は流した電流を内部

率 ( 光源効率) 。 に形成した p- n接合部で、直接光に変換するこ

表 1 L E D照明の特徴

省エネルギー フン二ングコスト削減、C 02削減

高効率 低電圧直流駆動 バッテリー駆動 (太陽電池+ LED) 、送電線不要

温度安定性 低温・ 高温でも効率が高い、立ち上がりが速い

従来光源では実現できないデザインと機能

自由度 デザイン、操作性、 色展開 二手 小型 ー薄型 ー軽霊 ・スタイリツシユ

二字 光の操作と演出 (調光・点滅・可変色・ プログラム制御)

環境性

C 02月Ij )1戚 地球温暖化防止

水銀フリー、鉛フリー 環境負荷物質を含まない

長寿命、省メンテナンス

交換の手間 危険を削減、安全安心設計

二キ 屋外照明 ー崇観照閉 工場照明 ・非常照明

信頼性

光の蓄を削減

紫外線フリー、赤外線フリー

=争 庖舗照閉・美術照明・病院照明

表2 使われている代表的な化合物半導体と発光色

LE D用化合物半導体 代表的な発光色 (ピーク波長 n m)

InGaN  

紫外 (365) 、紫色 (405) 、青色 (465) 、青緑色 (500)

緑色 (520) 、後色 (588)

Ga P 黄緑色 (565) 、赤色 (700)

Ga AsP  黄色 (583) 、檀色 (6 10) 、赤色 (630)

AllnGaP  極色 (590) 、赤色 (635)

Ga AlAs 赤色 (655) 、赤外 (850，890，他)

GaAs  赤外 (940)



とができる。 L E Dの種類が噌えたことで応用範囲も拡 2009年には、白熱電球の口金にそのまま

固体光源である L E Dには、長寿命、小型 ・ 大した。RGB (赤 ・緑 ・青) の 3 原色を用 取り付けのできる L E D電球が各社から発表

怪虫、滑直安定性など数々の優れた特徴が備 いたフルカラーディスプレイ、青緑 ・燈 ・赤 され、電球からの切り替えに一用拍車がかか

わっている( 表 1) 。最近ではこうしたL E D のL E D信号灯器、クリスマスを彩るイルミ っている。佃i格も当初 l 万円程度であったも

の特徴を活かした照明が数多く商品化 され、 ネーション、そして照明用 のL E D電球、な のが需要の拡大で 2千円前後にまで一気に低

省エネはもちろん使い勝手の良さや機能性、 ど多岐に波っている。 下した。国内外で白熱電球製造中止のil l J Jきも

デザインといった従来光源、では得られない魅 図 1 は、白色L E Dの発光効率向上ととも 始まり、まさに光源の転換期にあたる年とな

力も認知 lされるようになり、公共施設だけで に市場が広がってL、く綾子をまとめたもので った。

なく 一般家庭にも L E D照明が広がり始めて ある。現在は1001m/ Wを越える効率のもの 表 3 に、 L E D電球、電球)1ヲ蛍光ランプ、

いる。 が一般的になりつつあり、 L E D電球などの 白熱電味、の比l絞を示した。効率 - 省電力 ・

一般照明や、車のヘッドライト、大型液 l晶 寿命が絡段に優れていることがL ED電球の

- 高効率LEDの種類と応用・

L E Dは、発光デバイスとしては比較的新

しい存在である。1960年代になって初めて

GaAs系( ガリウム批素) の赤色L E Dが開発

され、その後発光材料の種類や合成方法に工

」ーが加えられ、発光効率は劇的に向上した。

発光色は使われている半導体の種類、 t岨成、

そして構造によって決まり、発光晴のバンド

ギャッフ。E g ( eV) が発光被長に相当する 。

現在では、青、青緑、緑、黄、糧、赤、白、

など各色で効率の高いL E Dが実現されてい

る ( 表 2 ) 。

T V用のパックライト、などにも使われ始め

ている。

L E Dを照明に採用する動機はさまざまで

あるが、やはり 一番は発光効率であって、同

じ光束( 明るさ) をより小さな消費電力で得

られることにある。当然運転コストも安くな

る。とくにこれまで白熱電球のような効率が

低く光東もノトさい光源を使 っていた分野で

は、白色L EDへの転換によって消費電力が

大幅に削減できるようになる 。代表的な例と

して、誘導灯、読書灯、信号灯、懐中電灯、

自転車ライト、などがあげられる 。

特徴である 。全光東ではやや劣るものの、指

向性が強く光を有効利用できるので実用的な

ｼ 明るさ では 他 と遜色ない 。 ｨｬ 新の ｌｅｄＧ［［ ｉ ｊＩ［ｉｾ

では、内部に組み込まれている光源部( ライ

トエンジン) の性能が進歩し、小さな光源サ

イズでさらに大きな光束を出せるようになっ

てきている。その結果、省電力化と同時に、

形態も小型化 - 軽量化 されて、ユーザーにと

ってより 使い易く見栄えも良いものになって

きている。

図 2 に、照明分野への応用例を写真でまと

めた。

庖舗照明

省工ネ
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誘導灯
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工場照明 街路灯

ヘッドライ卜

省エネ

安全性 r  

環境 /  

. 車載

; 省エネ

l 長寿命

t 色再毘

ノー卜PC :  

操作性

図 1 白色L EDの高効率化と新市場への展開

TV ・プロジェクター
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最近では屋内 ・屋外を問わず色々な場所 蛍光体による波長変換であり、 L E Dチップ

で、工夫を凝らしたデザインのL E D照明に の放つ青色光で、チップ周囲にコーティング

出会える機会が増えているので、ぜひ注目し された蛍光体層が励起され黄色の蛍光を発す

て頂きたい。 る。青色と黄色の 2色の光が足し合わされ白

- 白色LEDの高効率化技術・

L E Dには多くの種類があるが、ここでは、

照明用として 一般的に使われている白色

L E Dに絞ってi直近の技術動向を説明する 1)。

白色光は、複数の色の光を合成( 混色) す

ることで得られる光であり、さまざまな光の

組み合わせが考えられる 。発光材料の組み合

わせも一通りではない。現在市販されている

中でも っとも 代表的なものは、 I nGaN青色

L E Dチッフ。(I ndi l lmGallillm Nitricl e) と

Y A G蛍 光 体 (Yttri l l mAlllminllm Garnet) 

を組み合わせたものであるが、その他にも、

蛍光体を近紫外L E Dで励起する方式、複数

の発光色のL E Dチップ。の光を混ぜ合わせる

方式、などがある。代表として I nGaN/ YAG

白色L E Dの発光原理! と効率について紹介し

色光が得られる 。図 3 に、その発光スペクト

ルを他の白色光源と 比較して示した。

初めてこの椛造が発表された1996年当時、

効率は 5 lm/ W程度しかなかったが 2) 、その

後、革新的な改良が加 えられ、効率は目覚ま

しく向上している( 図 4 ) 。最新の製品で、は

160 lm/ WI こまで達しており、これは一般照

明用白色光源の中では最も高い効率である。

開発段階では200 lm/ Wに迫るものも報告さ

れている 3 ) 0  1996年当初と 比較すると 10数年

で実に30倍以上の効率 向 上 省 電 力化が達

成されたことになる 。

! 色 L E Dの 発 光 効 率 (η v : Ll lminOl lS 

Ef f icacy of a  SOl l rce) は、青色L E Dチップ

の効率、蛍光体層の効率、そしてパッケージ

の光取り出し効率、によ って決まる。L E D

チップと蛍光体の 2つの光源が内部にあるた

たい。 め、両方の効果を足し合わせる形で効率が表

I nGaN/ YAG白色L E Dの発光原理はY A G される。 ( 式( 1 )) 

表3 LED電球、 電球形蛍光ランプ、 白熱雷球の比較

消費電力 全光束 効 率 寿命 寸法 重量

(W)  (1m)  (I m/W)  (hr )  (mm)  (9)  

LED電球( 昼白色) 6.9 565 82 40. 000 中60x 109 140 

LED電球( 電球色) 6.9 380 55 40，000 ゆ60X 109 140 

η v  (l-.官l! /W;

=  j (  • Poul put /Pi npul  

= j ( ・r; pkg .  (.'1;+ (l - x )  . ηψ hos) . η wpe 

・( 1 )

η v  [hν W]  :  ｬ ｾ ｬ 色 ｌｅｄ の発光効率

η wpe [%]  青色L E Dチップの発光効率

刀pll OS [%]  - 蛍光体j習の効率

r; pkg  [%]  . パッケージの光取り/ 上tl し効率

Poutput [ W] 放射束

Pi nput [W]  : 投入電力

Z  : 白色光の中の青色成分

j (  [l m/ W]  Ｚ放射の ｴ ｊｾＡ 惑効果度

Ｚｅ�ｾ［ｴ王も、さらなる発光効 率 の向上を図るた

めに、以下( ①~①) の ような、さまざまな

アプローチが行われている。

電球形蛍光ランプ 12 810 68 6，000 ゆ55x109 60 

j主) 白熱電球60W相当品の比較。

白熱電球 54 

10  

810 15  1，000 

'  

"  

ゆ55x98 32 

LED電球は直下照度 (1m) が60W相当の製品。

市販品のメーカー資料から代表値を引用したもの

であり、厳密な性能比較ではない。

図 2 LED照明の実用例

上段左: 埋込照明 上段中 ・底舗照明 上段右パネル照明 (光壁)

下段左 ，ダウンライト( 東芝ライテック) 下段中 .壁付け灯 (ブラケッ ト) 下段右 ・天井直付け灯 (シーリ ングライ ト)



明器具の開発が各分野で急速に進められている黄色光とのエネルギー差を考慮すると、計z①チップ発光効率 ( ηwpe)

る。今後は、既存照明の光源を単純にL E D算上の値よりもやや低い270 1m/ W程度が現- 半導体の結晶性向上による非発光中心低減

に置き換えるだけでなく、 L E Dの特徴を活実的な限界であろう 。現在市販されている製.  1精進の最適化による電流集中抑制 ・光ロス

かして、あらたな視点から照明そのものを見品の実力がおおよそ 100- 150 Im/ Wのレベル低減

直すことも必要になってくると思われる。まだ理論限界の 112 程度といで、あるから、- 電位障壁と接触抵抗の低減、抵抗率低減

L EDが、照明の新しい可能性を切り拓く担

さい手となれるよう、我々メーカーとしても、

うことになる 。今もなお開発が日進月歩で進

んでいることを考えると、効率が改普4 される

余地はまだまだ残されていると言 えよう 。

①蛍光体層効率 ( ηphos)

- 蛍光体の輝度 ・量子効率の向上

. 蛍光体層のl吸収低減 らにL E Dt刻!ij の進歩に取り組んで、いきたい。

[ 文献]

1  ) 板東 完 治 照 明学会誌、V ol. 94、No.4、 pp.228- 232

( 2010) 。

2) 板 束 、 野 口 ほ か 第264@] 蛍光体同学会講演会予

稿集、東京、 pp. 5- 14 (1996)。

3)  K. Bando:  h oc.  L S 12 - WL E D3  2010， pp. 333- 337 

( 2010) 。

一方、蛍光ランプの方は現状市販レベルで

100 Im/"¥! 、白熱電球は15 1m/ W程度で、ある

①パッ ケージ光取り出し効率 ( ηpkg)

- 全反射ロスと光l吸収の低減、光の有効利用

こちらもまだ理論限界にはかなり距離ので、- 放熱性の向上( 効率低下を防ぐ)

しかし、この効率が長い技術開発のがある。

かんじ)( ばんどう

歴史を通してようやく到達したものであるこ

とを考えると、今後大きな進展を望むのは難

しいかもしれな p 。

ここで発光効率の理論限界についても触れ

ておきたい。白色L E D (5，6001く)、 3 波長蛍

光ランプ (5，000K) 、白熱電球 (2，856K) の

3種類の光源について発光スペクトルから発

- まとめ・光効率の理論限界を計算するとそれぞれ、

本編では、次世代の省エネ光源として期待

される L E Dに関して、最近の技術的進歩と

320 1m/ W、325 1m/ W、154 1m/ Wと算出さ

れる 1) 。白色L E Dは、白色化に蛍光体を用

いる方式であるため、原理的に、波長変換の くに白色L E Dの高効率化技術について紹介

した。( ストークスロス、 Stokes Loss) が避

けられない。乙のロス分、即ち励起源の青色

ロス

照明の省エネがC 02削減に果たす役剖は大

きく、現在、 L E Dを使った新しい光源や照

/ (阿川G- 5. 600K)

白色LED

(l nGaN/YAG)  

1601m/ W 

200 

光と 青色光が蛍光体で波長変換されて出てく
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- 世界の光源が変わった・

世界的に光源が変わる! と確信したのは、

|立界最大の国際見本市Frankf urt Li ght  +  

Buil ding  2004 (写真 1) が開催され視察を

してきたときだ。乙の見本市は、隔年で開催

されるが、前回の2002年との大きな泣いは

L E Dが随所に目立ったこと 。展示場の 出展

ブースにはいろいろな形態のL ED照明が提

案されていた。

写真 1 Frankfurt Li ght +Bui lding2004展示会場

の理由はドイツ囲内の省エネ、環境問題にあ

った。

この頃までにドイツでは工場や家庭から出

された排水でライン ) 11は魚のすめな Lリ11 とな

り、森では産業協棄物が捨てられ子どもが安

心して遊べない開境とな っていた。この環境

汚染に市民がいち早く立ち上がり、現境汚染

に繋がる製品不買運動を起こした。緑の党を

結成し国会議員を選出し たり、省エネ= 良 11日

をJh'I/1ヨ対象との怠識が高ま った。市場ニーズ

が変われば品品目えも製品指向も変わるのは当

然で、環境負荷の少ない製品ltf が生み出され

る。照明では、高効率型省エネ資源光源= 管

径の創uい蛍光ランプ (T 8  =29 ミリ管やT 5

=16ミリ管) で、白熱ランプの約 5分の l 以

上のもの省エネ製品で、ある。 それらが1995

年のハノーパーメッセn日明館で展示展開され

た ( 写真 2 ) 。特にこのT 5 管は蛍光管径が

小さいので器具サイズもス リム小型、省資源

となるのだ。

LED照明の実践へ! L E Dは電球と比較すると消費電力は附

の l 程度、寿命は20倍以上で、有害物質を使

用しない環境に良いと認知されている 211立

照明デザイナー

M& Oデザイン事 務所 代表

落 合 勉

12 建接と社会 ・2010.11

紀型の光源である。 このL E Dがヨーロッパ

の照明動向に確実に影響を与えているという

乙とだ。

LED! 照明 からさかの{ ぎり 1995年、 lfi¥州!l 賢

明界では革新的なことが起こ った。私は仕事

柄、海外の最新! 照明動向を知るために海外展

示会へは頻繁に視察に行くことにしている 。

初めての海外!照明展視察は19751: 1三、当 H寺illh

務していた会社の出張で、ヨーロッパだった。

ところで、 世界最大の照明見本市は2000年

以降フランクフル卜で開催されているが、そ

れ以前の会場は、 ドイツ ・ハノーパーメッセ

会場内の! ! 日明館だ った。開催期間中に世界中

の照明関係者が一同に集まり、大きなiffi取引

が展開されるほど、の盛況な見本市だった。

そして1995年、前年までの白熱ランプか

ら蛍光ランプへと大きく様変わりをしていた

のに驚いた。それまでの照明館の主流だった

ハロゲンなど白熱ランプ使用器具展示は激減

写真 2 ドイ ツ・ハ ノーパーメッ セ1995年の様子

T5FLを掲載した超薄型器具の事例。

その頃 日本はすでに蛍光ランプが主流光源

として日常生活に多用していたにもかかわら

ず、日本人が省エネを意識するのは21世紀C02

削減が1111ばれる今日になってからである 。

蛍光ランプが20世紀の省エネ光源として

世界で認知され始めたち ょうどその頃、 白木

では量産化青色L E Dが囲内市場で使用され

始めていた。 さらに白色L E Dの発売ニュー

スが世界に向け発信され、世界の照明界は駕

惜し、日本は蛍光ランプ多用だけでなく、

L E Dも含めての省エネ照明先進国として世

界に認知1・注目さ れ始めていた。

し、ヨーロッパを代表する照明メーカーのブ ・日本におけるLED開発.

ースの多くは新製品蛍光灯器具を前面に展示 L E Dは1960年代アメリカで、特殊商品で、先

していた。 乙のとき、「省エネ光源」を強烈 行していたが、まだまだ11音p 実験的用途にと

に意識したことを党えている。この様変わり どまっていた。そんな中、日本のL E Dへの



量産化取 り組みは世界のどこよりも早かっ

た。1980年代半ば、スタンレー電気附が東

北大学の西沢il!f. 1一教授等と共同開発し高輝度

赤色LEDの量産化に成功している。 そして

黄緑色が開発され、あとは青色LEDの開発

が成功すれば三原色が揃う 。その期待の中で、

1989年、当 n高ぞ1古屋大学教授だった赤11崎勇

氏Ｈｾｾ : 名城大学特任教授 ・名古屋大学特別

教授) が室化ガリウム (GaN) の結晶化に 関

するf封|可を開発し、世界初の高輝度青色発光

ダイオード( 青色LED) 点灯に成功した。

そうして90年代 日亜化 学工業により青色

LEDの量産化技術が開発され、世界に発表

された。青色の高輝度LEDが日本で量産さ

れるようになり、光の 3原色が日本で開発量

産され白色光のLEDが市場提供され始めた。

ちなみに 世界の光源 3大メーカーといえば

OSRAM、PHILIPS、GE で あ る が、LED

チップメーカーでは日亜化学工業、盟国合成、

LUMILEDである。

90年代半ばの海外照明見本市では、展示さ

れている LEDは宝石箱のようなものに入り、

触れる事が出来ない状態だ ったが、当H寺日本

では秋葉原などで簡単に触れ、購入すること

が出来た。LEDについては世界と日本の市

場普及絡差ははっきりとしていた。

- 告国のLEDの市場進出の差異.

今やLEDランプやそのモジュール、さら

に種々のダウン トランスが、容易に入手でき

るようになっている。

今春の iFrankf urt Li ght+ Buildi時 2010J

を視察すると、 LED照明が会場の主要花形

製品として演出展示され、中心商品だ った( 写

真 3 ・4)。前回の見本市 (2008年) と明ら

かに異なるのは、実際に使用できる状況、い

わゆる笑用空間をLED照明器具で、演出して

写真 3 ・4 Frankfurt Light +  Building  2010展示

会場の様子

いたことである。 しかもその目的は省エネ効

果の展示ではなく、快適性の表示であり、情

感盟かな演出を可能とする L ED照明のすば

らしさを実演していたことで、これは光源+

器具であることを印象付け、本格的な市場到

来を示しているといえる。

ところで、散米の人びとは日本人や中国人

と異なり、 明るい空間を特に要求しない。必

要最小限の明るさが適所にあればよしとする

傾向にある 。 そのためヨーロ ッ ｊ ｾ 各照明メー

カーは現在のLED光源の光宣で、 一般的使

用が実用可能と 判断 し、多様なる器具化を試

みたようだ。LEDは小型11珪宜の発光体であ

り、器具の小型化と照明演出の適所照明に適

している。 まして強い燦々とした光を好ま

ない臥米人の思考から、適度の光ii1; は快適で

ありローボルトで、点灯する LEDは240V点灯

の既存光源より格段に安全で、あろう 。当然省

エネ f旨|句もあるが、このことからも LEDが

実用化に向けい っせいに展開し始めたとい っ

たところだろう 。

|燐国韓国はどうだろうか。ij 埠国は 3 .1:1三前ま

で中小企業保諮のために照明分野への大企業

の参入を禁止していた。H乍年 4 月それも解除

され、今では国を挙げて新しい! 照明界の柿築

へと取り組んで、いる 。

斡国最- 大手のサムスンを視察してみると、

敷地内の街路灯はLEDである 。II' rI けば 3.1:1::

前から立っているとのこと 。 3年前からすで

にチ ップを作っていたというわけだ。最新

LEDモジュールやそのl! 賢明器具 を設置した

ビル等も案内され( 写真 5 ) 、サムスンの

LED事業に取り組む姿勢が本格的であるこ

とを女日った。

同じく隣国の中国では、政府は半導体m!lりj

中心基地 を定め、 LED照明器具の普及に特

写真 5

サムスン本社ビ

ル (L E D照明)

別の自由定、を実施している。その指定地域は 5

政令官11市( J 二海、アモイ ( 回門) 、南昌、深

セン、大連) で、この地域でのLED照明器

六使用H寺に特別なる奨励援助をしている 。中

国の電力事情を考えると、省エネ光源の

LED照明普及は大切な国策の一環とされる

ことはl A解できる。匡|を挙げて21世紀型新光

源普及に柏極的展開を推進する事例は、街路

灯など多方面に示されている。今後、中国で

生産される !照明器具 はLED製品が急増し、

世界に販売されていくことだろう 。 (写真 6 )  

写真 6 中国中山市古鎮の照明展

また台湾はというと、 中国が国際経済に参

入する以前の1980年代まで世界中 lこ輸出 さ

れ、台湾の外貨獲得に大いに貢献していた。

今日では、台湾照明メーカーが中国大陸に工

場を持ち、 中国からの輸出が急増したと 聞く。

LEm! 日!明では、 2005:1:1三から iLED Lighting  

Taiwan展」を開催し、 LEDランフ。の生産や

LEDI照明器具生産に早くから取り組んで、き

た。

日本市場向けLED製品は今後、台湾 - 斡

匡|・ 中国製品など多くが流通する乙とであろ

つ。

日本は前述したように、どの国よりも早く

量産化技術 を開発し、良質なLEDチ ップ、

デバイス、モジュール製品を開発展開してき

た。それは世界ト ップランナーとしてのLED

基礎研究とその応用研究のたまものであ っ

た。 しかし実用、普及化への研究、市場への

安ｾ， Ｇｦｾ ， 導入は、乙の数年慎重で 、 あ っ たといえる 。

逆に20世紀型光源で 世界の照明界を席捲し

つつも、新光源 ｌｅ ｄｉｾ 自 発で 、 遅れを取ってい

た欧米主要企業が、 実用化に積極的姿勢を見

せ始めたといえる。

このような世界動向のなか各国の照明主要

企業がLED照明の楳準仕様づくりの任意図

13 



休Zhaga Consol，ti um ( ザガ ・コンソーシア

ム) を 2010年 3 月に設立した。L E Dの技術

が急速に進歩するなか、アプリケーション特

有のインターフェイスを定義することで、多

様なメーカーが製造した製品の互換性を確保

することを目的とし、日欧米の主要!! HIリ]関述

企業 9社 (ACllit y Brands Li ghti ng、 Cooper

ｌｩｧｨｴｩｮｧ 、 ｏｓｒａｍ 、Ｏ ｾ ナソニ ッ夕 、 ｐｨｩｬｩｰｳ 、

Schr' eder 、東芝、 TRI LUX、Zl l mtobel ) で

発足した。このZhagaは安全で、良品質なL E D

製品による市場形成のために、欧米主要!照明

企業がイニシアティブを取って立ち上げたと

L ミえる。

今後、 L E D照明はZhagaによる世界牒準

化と関連し、市場形成も変わるであろう 。 日

本は今までのようにL ED トップランナーで

ない状況が予測される。L E D照明の実用11寺

代になりつつある世界に対し、日本の! ! 日|リJrli

J :&jがと、のように対応するか気になるところで

ある 。

L E Dの開発、応用研究はどこよりも平 く

そして催れているにもかかわらず淵境が世界

の問題となり、世界マーケットが大きく変わ

るときに日本はマーケットインへの発想が遅

れ、 笑)'1刑T刊刊1引|H附j井羽;日服j陪予発Eが遅れている 。L E Dはこれま

でで、のように複合的な技市制術|防5の翻み上げで-lt出1

光il源) 原京と逃い半導f体本でで、あるカか、ら、部品を組み合

わせればL E Dモジュールは出来る。だから

乙そ、 世界各国でこの数年、 L E D製品 開発

が顕著に進んだ。ず、っと、出界の動向を兄て

きて危↑ 具するのは、日本は「ガラパコス j で

あるということ。圏内にばかり目を向けてい

ては 世界に取り残されてしまう 。 しかし、そ

れに気づいている人が一体どれだけいるのだ

ろうか。収集情報で発信の少ない現状ではそ

れもまた仕方ないのかとも思う 。

I ALL LED照明の街 i Green Avenue 

あざ13i の.Ei J・
2008年秋、名古屋市と豊田市の 間に位世ー

する愛知県三好町の北部、筋生( あざぶ) に

オープンした分譲住宅“ AL L L E Dの術あか

りの新術|三 i Green AVenll eあざぶの丘( 分

譲住宅) J" ( 以下「あざぶの丘J ) がある 。「あ

ざぶの丘j のフ。ロジェク卜の内容について述

べたい。

14 

分譲住宅の外椛と道路 - 公図など、街の明

かりすべてを L E Dで! 照明計画する乙とは、

省エネ照明を推進することであり、これは地

球温暖化対策としての、先進七1: ある取り組み

である 。AL L LED! 照明にすることで従来光

源を使用した場合の電気使用品は 3 分の l

に、そして年間32 トンのC Ozl!jlli ，成となる。21

世紀の生活環境のあり方を示す住宅地である。

L E Dは輝度が高く、| 也しいため住宅への

照明には不適切で灘しいと思われていた。確

かに今までのL E D活用は直視のサインや信

号など、声[i 度を高めたtJ 'li W: 1吐強調の活用だっ

た。いかにグレアを無くした心J山よいリズム

ある街あかりを形成できるか、絶えず、意識し

たポイン卜である。プランニングやミーテイ

ングなどを繰り返し、試行錯誤 . fI(if認しなが

ら基本設計を進めていく 。 そのため新たな

L E Dモジュールの制作や光の拡散や! 照射方

向、そして器具の設置位世など、各種実験を

繰り返し、基本計画から実胞 ｾ￬ ｬ ・回へ移行した 。

L E Dオリジナル! 照明部具製作を実施し、そ

の結果、教示なければL E D光源の照明とは

思えないほど:活ち若いた町並みや住宅周りの

照明空間を作り出し、その上品なる照明演出

は高級レジデンスの雰囲気になった。

各住戸玄関周りをオープン形態にし、それ

ぞれの家のL E D屋外照明器具で、道あかり

を展Ijf. 1させるこの街は、住民協定にも定めら

れている夜間常H寺点灯 (100円/ 月) によっ

て夜の街路景観をっくり出している。 またj 山

中ケーブル屯線で電柱のないこの街は主要交

差点の街路灯のみで、すっきりとした町並み

形成を実現し、夜間遠景で家並みのシルエッ

トを浮かびあがらせた。 (写真 7 ・8 ・9)

「あざぶの Ji J には住宅街を挟むように左

右に 2つの公園があり、遊歩道によって結ば

れている。その公園内には柿と並木道にラン

ドマーク 的ポイン卜が設けられており、昼夜

のそれぞれの景観を楽しむよう照明言「画し

た。公図内や住宅地の近くにはポケットノ Tー

クなどが設けられ、照明付きベンチや足元灯

で落ち着いた! ! 夜明演出を心がけている 。

稲の! ! 柳] は手すりやデッキ部横木材に目立

ちにくいようにL E D器具を配灯し、E l Iやで

も自然材の良さが損なわれないよう工犬し

た。そのため、日 中最観に照明部具が目だた

ず、美しい柿を維持している。

並木道の! 照明には歩道を明るく! ! 百らす下方

照射に柏裁を照射する部分( ポールサイドか

ら放射) とを、 l 本のローポールL E D器具

に組み込ませ、! ! 日明器具設置数を減らしたき

れいな歩道空間|を創り出した。 (写真10・11)

写真 7- 9

AL L  L E Dの街あかり 「あざぶの丘j

写真10、11

「あざぶの丘j の公園



分説住宅の中にはAL L L E Dをめざしたモ 本計画や照明実施計画の担当、さらには公園

デル住居がある 。インテリア照明でも っとも などのベンチやソーラーノ Tネルなどランドス

苦心したのは玄関吹き抜け部と 和室であっ ケープ的環境道具計画担当、そして実施の

た。玄関は客人を迎える華やかなイメージが L E D器具開発担当など、それぞれのスペシ

欲しい空間であり、 何か斬新な L E Dシャン ャリス トやL E Dモジュール会社、器具製作

デリアを、また和室には優しい和の検からの 会社、設置業者らの混成チームで実施した。

明かりが欲しいと、あれこれ思考が続いた。

照明効果昨認の実! 肢を繰り返し、実用化へと ・人材育成・

有iみ上げてい った。 (写真12・13・14 ・15) ところで、日本の照明デザイナーで、白色

「あざぶの丘J f : ! 賢明計画は 2つの制作チー LED! ' ! 自明での空間デザインを手がけてきた

ムで実施した。外梢照明の「あざぶの街 人がこれまでどれほどいるだろうか。

akali デザインチーム j とモデル棟!照明の「あ 1: 1本で、のL E D研究は、現在、基礎研究か

ざぶの住akali デザ‘ インチーム」で、! 照明基 ら応用研究の段階であり、 実用研究に入って

L、るヨーロッパや斡固に遅れをとる恐れがあ

る。 ヨーロッパのように照度を落とした室内

照明を好む国にと って今のL E Dの明るさは

卜分であるが、日本は室内を明るくすること

を好む傾向にあるため、 j:!夜度を上げる研究が

今も進めら れている 。それが実用化への足か

せとな っているようだ。

L E Dで 世界の トップラン ナーとして開発

研究してきた日本としては、実用で遅れをと

るごとは、とても l良かわしいことではないだ

ろうか。

L E D照明商品化で、ヨーロッパに遅れをと

ることのないよう、 1:1本は 世界に向けた製品

を生み出すべく人材を育成する事が急務だと

考える。

l 年半ほど前より特定非営利活動法人

( NP O法人) Iライ ト・ブリッジ ・アソシエ

ーション ・ジャパン( あかりの架け橋) J を

設立し、省エネに有効な有機E Lや発光 ダイ

オード ( LED) など、次世代光源の普及活

動の柱とした、 「あかり塾j 運営を準備 して

いる 。

現状照 明業界では、 20-1立紀の光源知識で

L E Dを教えているととろがある。 もっとも

211立f辺型光源知識で教える人が少ないし、学

ぶJ易もない。学ぶにはいろいろな実験を試み

失敗を重ねる「経験の積み重ねJ が必要であ

る。前述した「あざぶの丘」ではたくさんの

実験をし、実施した。「あかり塾j の準備は、

日本照明業界の次代の人びとが世界を相手に

L E D照明で活躍できる人材育成を願 ってい

る私の試みだ。

グローパルデザインするために何が必要

落合勉のデザ守 ン考

現代栂僅途肉/ 省; r . o ，. 塊終生。" 心・陵会包鹿 心もち

1  商品化 7 つのニーズ

社会・市淘・幾界・企幾ー個人・来知覚エリア

2  プロザウトデザイン 5 つのプロセス

FSワーク企画・ MOワーク ' Concept ワークプレぜワーク

f前奮分断} デモモヂル

3 ， アイデンティティー 31霊祭

オリジナリティ

地主量(ローカリティ} 印刷，づくリ( 次刊の人材育刷

ネットワ クづ〈り

落合勉のデザイ ン考

か。それには日本人としてのアイデンティテ

ィを持つ事が大切で‘ 、そのためには日本のあ

かり文化を知る必要がある 。19世紀までの 日

本のあかり文化を、 20世紀型の照明を知り、

21世紀型光折、のL E Dを知る。め，1'1' 1の! 照明デ

ザイナーとして世界で活躍しようとする時

に、日本の、 Made in J apanのあかりを知る

ことは大切で、ある 。

常々 、1 : 1本人の持っているあかり感性のす

ばらしさを世界に認知してもらうべきだと考

えている 。

附: かに20世紀は情報が偏り臥; 米の文化が

世界を席捲し、それに伴 う欧米スタイルの衣

食住を追従してきた。 しかし21世紀は情報が

11主lに行き交い、自分で判断する H寺代である。

より自分たちにあったものを選択し、自分た

ちの主体性や立ち居地を大事にする 。すなわ

ちアイデンティティを大事にすることが求め

られる 。自分たちの生活スタイルを活かした

グローパリズムにあった自分たちのスタイル

をつくる 。そのためには、歴史、民族性、祖

先がどのように生きてきたかを理Wii しないと

し、けないと思う 。

日本は現在新たなる研究が進んでいる。今

のL E Dは無機化合物だが、有機化合物の

L E D研究で、ある 。 レアメタル輸入が話題に

なっているが、この先、有機L E Dが量産化

されたらレアメタル問題はなくなる 。ただし、

とれもまた早く実用化することが大事であろ

う。有機L EDが使える環境をビジュアルで

認知されることが大切である。

( おちあいつとむ)
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LED照明器具の

現状と課題・

今後の展望

パナソニック' ; U 工側! 照明事 業本 部

中央! 照明エンジニアリング綜合部

片山就司

16  遮築と社会 ・2010.11

- はじめに・

省エネルギーの切り札としてLED照明が

注目されている 。LEDl 被明は省エネのほか、

従来の! 被明光源には無い多くの利点、がある 。

しかし、これらの中には過大に評価されてい

る部分も多 L 、。 また、 LEDを! 照明として用

いた場合に生じる新たな課題もある 。 これら

を整理すると 図 1 のようになる。本稿では、

この中で、 LED!照明を検討するにあたって

特に留意すべき点を概説し、導入にあたって

正しい理解を促すことを目的としたい。

特長 課題

省エネ性が高い グレア

長寿命 ;実色性

小型/ コンパク卜 ちらつき ノイズ

熱線紫外線をほとんど 各種規格の未笠備

含まない コスト

。低温で発光効率が低下し

ない

有害物質を禽まない

図， L E D照明の特長と課題

- 省エネ性について・

LEDは省エネの代表のように言 われてい

るが、残念ながらまだ期待先行の部分が多い。

LEDと各踊光源の効率( 総合効率) の現状

比較すると 図 2 となる。一般に光源の発光効

率 (! m/ W) でぶされるが、 LEDは器具の梢

造( 放熱性) によ って効率 が変化するため、

器具組み込みH寺の発光効率( 総合効率) で比

較 す る の が 妥 当 で あ る。 図より、 LEDは、

白熱屯 ｊ Ｕ ｊ ￬ や ｼ卜ｼ 来Ｉ ｲ［ ｾ蛍光灯Ｈ銅欽安定器型Ｉに

比較すれば効率 は向いが、 一般施設の照明光

源として主流となりつつある Hf ( 高周波点

灯専用型) 蛍光灯にはまだ及ばないことがわ

かる 。すなわち、 LEDは、白熱灯が主体と

して利用されているダウンライトやブラケ ッ

ト、外回りの低ポール灯の代替光源としての

活用が先行しており、オフィスなど蛍光灯を

イ本とした施設への本格的導入はまだこれか

らというのが実情である 。

・演色性について・

一般照明は、その光の下で色が自然に見え

るととが重要なi J l . i件となる。 これは「光源の

演色性j と言われるもので、平均がi色評価数

(Ra) という指数で表される (iI， 1)  0  J IS (Z91l 0  

-2010) では室問途ごとにこの舵奨値を定め

ている (図 3) 。一方、 LEDは百の色を白色

に変換しているので、赤の色見があまり芳し

くないという性質がある 。 これを改善するに

は、効率を級牲にしなければならない。すな

わち、演色性と効率は一般にはトレードオフ

の関係にある。

照明用の ｌｅｄ は、 ｦｾ 白々なチ ップ メーカー

が多種多様な品砲を開発してい るが、残念な

がら、現状は効率優先で、の尚品化が主となり

がちである。図 2 に示す効率比絞も、 必ずし

も演色性が同じ土俵で比較したものではな

い。 もちろん、室目的によ っては演色性より

効率を重視するケースもある。 しかし、導入

した後で、在室者から不if11が出るケースも見

受けられる 。 したが って、 LED照明を検討

するにあた って は、効率だ けでなく、色の見

え方にも翫D怠し、室の目 的に迎合するレベル

白熱灯

ト甘ー5ー~」15 i  a  既発(開存光発の効年率白代色レにLベEよルDりの幅:  

ハロゲン電球 ν，1 争リ)

高出力 L E D

電球型蛍光灯

直管蛍光灯

(鋼鉄安定器型)

直管蛍光灯

(高周波点灯型)

高圧ナトリウムランプ

メタル/ ¥ライドランプ

約30: - 60 I  

約AO- qr 酬 |トヅプグJ← 同

約40ト60 ;

約40f- 60 I  

約8 0 - WO

約1 l 0 - 130

ｴ 約 ＷＰＭｾＰＰ

o  20 40 60 80 100 120 140 

発光効率 ( l mJ W)  

図 2 L E Dと各種光源の効率( 総合効率) の比較



室用途 照度 (Ix) UGR  Ra  

事務所 設計呈，製図室 7 5 0  16 8 0  

事務墨 7 5 0  19 8 0  

役員室 750 16 8 0  

会議室曾集会室 500 19  8 0  

学校 教室 3 0 0  19  8 0  

図包閲覧室 500 19  8 0  

病院 診察室 5 0 0  19 9 0  

病室 100 19 8 0  

宿泊施設 客至 (全般) 100 19 8 0  

工場 一般製造工場 500 6 0  

監 視 墨 制 御l室 200 2 2  6 0  

」

寸

」

寸

|

|

」

寸

床

知

床

UGR :  Uni fied Gl are Rati ng Ra : 平均演色評価数

図3 照明のJ I S基準

かどうか、 中市l に{確認することが大切で、ある。

・コンパク卜性とグレアについて・

LEDの導入にあた って一番考慮されなけ

ればならないのは、グレアである 。LEDは

光源自体が小さいので器具がコンパクトにな

り、かつ配光制御もしやすいという利点があ

るが、反面、チップを集制して ，'，]j ， ｾ ｉＧ ， Ｉｊ 化する

とかなりまぶしいものとなる。このまぶしさ

は、ダウンライ ト ｾｊ￮のように ｼ 士 ｼ 熱灯 Ｑ Ｍ ｾｾ 去を目

的とした施設はともかく、オフィスや学校-

病院など蛍光灯を主体としてきた施設では問

題となりやすい。グレアの制限についても、

淡色性と同じく J ISに室問途ごとにこの推奨

他 {山 ) を定めている( 図 3 ) ので、これに

準拠することが望ましい。このJJJ 合、蛍光灯

では、ルーパなど外観からグレアt!jJ flil l型か育

かを 判断できたが、 LEDはレンスーなどでも

配光制御が可能なので、外観か ら判断ができ

ない。 したがって、グレアについても、室の

1=1的に適合するレベルかどうかを事前l にfi'(E認

することが重要である 。

・熱について・

LEDは熱線・紫外線をほとんど含まない。

このことから、 ｌｅｄ は合ｾｾを ， ＧＱＧ ， さないから さ ｅ

調も省エネになる、とよく 言われる 。たしか

に! 照明光だけとってみれば、 LEDは他の光

源に比べて熱は少なく( 白熱灯の約 1110、

蛍光灯の 1/ 2) 、被! ，! 質面への熱i i m平は少な

し、。 しかしながら、 LEDは、それと反比例

して、出具自体に高い熱を持つ。そして、そ

の熱と、 Ａ Ａ 日 明 光に含ま れ る熱を合ｾｾーした総 ｊ 訟

は、光 ｬｬ ｊｾ の効率に 比例 する 。 Ｍ ｪｊ 、日出Ａｾから

の熱は最終的には室内に流入する( 図 4 ) の

で、結局、空調に影響する熱量は光源の効率

に比例す ることになる 。LED!! 日明だから特

別に熱量が減るわけで、はないことに注意して

おく必要ーがある 。

・その他の留意点・

LED! 照明はここ数年、急速に市場に広ま

りつつあるが、まだ発展途上であるため、

J ISなどの各師の技術脱絡 ・基準が整備され

てない。このことから、 従来光源の照明であ

れば、すでに解決済みの諸問題が新たにクロ

ーズアップされるケースが噌えている。たと

えば、光源のちらつきやノイズ( 輔射維音)

の問題がそうである。これらは、特定の環境

でしか発生しないケースがあるので、使用者

似11で: i j : l : 前にチェックすることは如しい。早急

にj時絡・基準が整備 されることが望まれる。

. LED照明の今後の展望・

ｌｅｄｾＡ 自明の射状の課題について述 べてき

たが、 LEDはまだ発展途上であり、今後の

可能性を考えれば将来性は明るいことは間違

L 、ない。参考としてLED照明の効率の般移

予 ｭｾ を 図 Ｕ に示す 。 上に述べた演色性は、効

率が向上すれば必然的に改善されるものであ

るし、グレアやちらつきなどのfE源問! 週も 、

200 

議 150

100 

50  

[冷 房 時]

冷房時、照問器具の発生熱は全て室内に還流する

図4 照明器具の熱流

チップのコス トダウンが進めば自ずと改善さ

れるものである。予測では、 2012- 3年頃に

は、効率で、Hf 蛍光灯を上回るものが開発さ

れ、コストダウンの効果から 2015年ごろか

ら本絡的な普及期に入ると期待されている 。

園おわりに・

省エネルギーの切り札として注目されてい

るLED! 照明 であるが、過大に評価 されてい

る部分も多い 。 また、 ｌｅｄ を Ａ Ａ ｾ Ａｉ 明として用

いた場合に生じる新たな謀題もある。本稿で

は、それらについて概説した。LEDH自明の

正しい理解の一助になれば幸いである 。

( かたやま しゅうじ)

注 1) Raは (1然光 Fでの色の比えプJ を」庄司Eとし、 100を

M，'，Jj ( II 然光と同じ見え方) とする評耐li尺J.l!: である。

ILI熱灯はRa=I OO、一般的なトIf蛍光灯はRa=約85である

のに対し、効率l愛先の普及型L E Dは、. f J l状、 65 - 70程

度しかない

i t 2) グレア制限は、 UGR (Uni fi ed Gl are Rati ng) と

いう折数でぶーされる。UGRは、昔日共 ごとのグ レア制限

ではなく、空間のグレアレベルを点すもので、数値が小

さいほどグレアレベルが低い( まぶしくな L、) ことを」長

す。

o  2007 2008 2009 2010 ・・・・ 2015 

2012- 3 

(出典) 高効率型LEDの発光効率推移は、J LEDS (LED照朗縫進協議会) 資料よリ

図5 LED照明の効率の推移予測
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園

LEDを光源とした

新たな可能性

ヤマギワ(崎西 日本計画センター室長

本郷智士

18  建築と社会 ・2010. 11

白色L EDが世に出てから約13年の年月が

たった中で新しい照明の光源として期待され

進化し、最近はベース l:!自明にまでL E D化が

進んでお来た。

インテリアにおいての照明器具は、空間の

イメージを左右するほどのウエイトを持った

ものとなっているが、意匠 ・装飾性の高い製

品は、コストの問! l 1 1 もあり、まだまだL E D

化には大きく進んで、いないところが現状であ

る。L E Dは、今までのフィラメントには無

い小さく、 i高い輝度を持ったもので、数多く

集めれば、大きな面にも変化 させる乙とが出

来る 。また長寿命のためソケットなどの従来

の接続器が不要となる代わりに、デバイス品

のように基板にL E Dを実装させるなど、用

途 ・L E Dの種類に合わせて、高出力L E D用

のアルミ基板から小出力用のフィルム基板ま

で、 !日途に合わせての対応が可能となった。

また点灯させるための電源電圧がD C3.3V程

度と低福庄で点灯' ，':B来るなど、 L E Dの持つ

特徴をうまく活かした製品を創りたいと考え

従来の既成概念にとらわれない手法を模索し

てきた。

・意匠性の高い製品への応用・

・「線J で見せる

小出力のL E Dの低発熱と微小サイ ズを活

かした小さい光源を連続させたものを光源ユ

ニッ トにして使用し、L E Dを一列に組み込

んだユニッ トをアクリルの削 り出 した 中に入

れ、ライン状に光らせる手法。従来のネオン

管 ・蛍光管などより細く、ライン状のものが

可能となり、 L ED O.Ol W程度のものなら

発熱も 小 さく、人の子が触れるところでも使

用出来るため、階段手摺り・ 扉の取っ手 - 家

具の フレームにも使用し、 プリズムアクリル

手摺の照明

な ど の 組 合 せ

で、輝度を UP

させるなど、声ｾ

度 ・色などの組

合せで用途が増

え、外部の床の

ライン型インジ

ケーターにも{吏

用してる。

- 「点J で見せる

超広角L E Dを複数使用し、 一般的な基板 ・

リード線の代わりにニッケルメッ キ加工した

線材に直接L E D素子を 固定し、通電のため

の導体をデザインしたことによって、光の小

枝を表現、ガラスカバーで詔われた製品の光

j原ユニ ッ トとしての使用や、ガラススクリー

ンでの{吏用など、ガラスによるリフレクショ

ンをうまく 利用することによって輝きを倍増

させ、 小 さな光の集合体を作り出す。

のユニッ トを力ラスス

- 装飾性の高い製品への応用

ガラスとの融合・

ガラスは、光りの入光方向によって反射 ・

屈折が発生し、ガラスに映る光は、 小 さく輝

いたものとなって目に入り輝きを出す持性を

持っている 。シャンデリアなどでは、声[i きを

増11屈させるためカ ッ トガラスを使用して きた

歴史があり 、乙の特性を小粒でL輝度のある

L E Dを利用し、新しい手法を模索してきた 0

. カ ットガラスに応用

カットガラスの小口からの光りを照射する

とL E Dから出る光りが内部反射屈折を繰

り返し、見る方向によっては、 L E D自体も

映りこみ、 ( 発光素子が小 さいため、 L E Dが

ダイ レク卜に見えても L E Dとは判断しにく

p) ガラス自身が雪白t しているように感じる

のが特徴。特に、ガラス自身の内部反射が基

本となるため、できるだけカット数の多い方

が反射回数が多くなり、効果が出やすい。

この事例は、L E Dの持つ小型の特徴を活

かし、クリスタルカッ トガラスを一刻守させる

金具の外周部にL E Dを組み込み、点灯させ

るための電源供給についても L EDの持つ低

電力 ・低電圧の特徴を活かし被服付きステン

レスワイヤーに通電を行い、電源の供給が出

来る ようにしている。
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ワイヤーロープ黒被服付き

部分かしめ加工

ることによ って複数の小さな光源がカ ッ 卜面

に反射 ・屈折が起こりカ ッ トガラスを輝かせ

る:J:j J が出来る。

LEDユニットの外周をカ ット

ガラスビーズで囲んだ状態

・カットガラスビーズに応用一 2

少し荒 っぽい使用方法だが、 L EDの長寿

命と高輝度の利点を活かし、 L E Dの周りに

クリスタ j レピースーを52iめることによ ってクリ

の導体ガラスの聞にL E Dの点灯ユニ ッ トを

セッ トし、それぞれの導体ガラスを+ 極 ・一

極とし、導体ガラスから給電し、クリスタル

カッ トガラスユニ ッ トの外周を回るフレーム

に組み込んだL E D を点灯させることによ っ

てクリスタルカ ッ トガラスを輝かせている 。

f -7ロートガラス

="  ，- /  _ _ j  - ー 目〆， +

ノ ｊ ノｾ γ  直流電源

LED 唖 V { i -

スタルビーズがケースの中で乱反射を起乙 点灯させるためのリード線など見えないため、発

し、全体を光らせる手法。L EDの持つ高輝 光部が中空に浮いたように見える

度特性がクリスタルビーズをより輝かせるこ ・泡入りガラスに応用

小口からの光を受け方‘ラ

ス自身が発光

- ガラスクロープに応用

L E Dの持つ高指[i 度を活かし、複数のL E D

を直接見せる事が出来るように、指向性を持

ったL E Dの集合体をデザインした。 クリス

タルカッ トガラスに反射 ・透過を起こさせ、

輝きを 出す手法で、 128面のク リスタルカッ

トガラスグローブの中に指向性を持った砲蝉

型L E D (白色系) を放射状 (21個) に配置し、

どの方向から見てもガラスのカ ッ ト面に光が

当たり、カ ッ トガラスを輝かせている。また

電源供給についてもワイヤ一通電を採用し、

コードの存在を消すことによ って、カットガ

ラスグローブが中空に浮いたようなイメージ

が表現できた。

とが出来るため、カッ トガラスピース。を入れ

るケースをシリンダー状のケースにし、光

柱 ・ペンダントにも使用。また球状のガラス

グローブにも使用しぺンダントとしても使用

している 。

( 但しとのときクリスタルビーズは、少し大

きめの方が輝きの効果がアップする)

ペンダン卜での使用 LEDの周りにガラスビーズを

入れ発光させた状態

. 導体ガラスに応用

L ED自身が持つ低電圧 ・低電力で点灯す

るという特性を活かして、酸化金属! 撲を蒸着

させた導体ガラスなども、導体として使用す

る事によ って、点灯させるための配線を見せ

ない設計が可能とな った。

酸化金属!撲を蒸着させたガラスは、ガラス

自身が多少の抵抗を持っているため、 L E D

LEDを放射状に配置 の容量に合わせ入力電圧の調整をする必要が

- カットガラスビーズに応用一 1 あるが、低電圧で、の点灯ーのため、ワイヤ一通

スワロスキービーズなどのカットガラスビ 電との組合せにも対応出来る 。そのため、点

ーズをリング状につり下げた中に、上記の製 灯させるためのコードをま ったく感じさせな

カットガラス 以外のガラスでは、泡入りガ

ラスと L E Dの組合せは、 非常に相性がよく、

白熱電球では、出力が大きくガラスの泡が消

されてしまう状態になるが、 L E Dの場合、

使用する L E D を指向性のあるものを使用す

ると泡をきれいに浮かび上がらせる乙とがで

き、ガラスの効果を UP させることが出来る。

また電源供給についてもワ イヤ一通電との組

合せを採用する事でガラスグローブが中空に

浮いたようなイメージが表現できた。

小さな泡LEDによって浮かび上がる

最後に今回紹介させていただいた実例は、

L E D との認識を増すため、あえて白色系の

L ED を使用 しているが電球色といわれる 色

滑直の低いタイプも使用でる。

また白色系( 電球色も含む) のL E Dは、

青色をベースにしているため、白熱光のよう

にカ ッ トガラスを通して出てきた光が虹色に

分光しないため、カ ッ トガラスの効果が多少

薄れているが、今後のL E Dメーカーの開発に期

品で、使用したようなL E Dのユニ ッ トを入れ いデザインが可能となる 。製品は、上下 2 枚 待を寄せるところである 。 (ほんごう さとし)
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現場で活用される

LED照明器具の

可能性を探る

側 竹 中 工 務 応 調 達 本 部

桜井和男

20 建築と社会 ・2010.11

- 現場で使われるにはコストがすべて圃 べて、携帯性や作業性に優れており、現場の

最近、身近な道路工事の風景が明らかに変 | 暗いところの作業に大いに活用されている。

わってきた。LEDガードマンの登場である。 この種の道具は、作業員が自分で買う性絡の

写真 1 L E Dガー ドマンの使用例

写真提供西尾レントオール

信号機が一気にLED化 されたように、 ト

ータルなメリッ 卜 が ｻ確 実 であれば、工事砂 ｩ ｬＩｾ

の風景も一変させることが可能で、ある。

LED器具は価格低減化 されてはきたが、

従来器具 と比べてまだまだ高価Ji である 。家庭

用照明器具としての普及は、少ない消賀電力

量と長寿命によるライフサイクルコスト改善

と、購入者のエコ意識に大いに訴えて成立 し

ている。一方、工事用器具は短期間のコスト

効果で勝負しなければならないので、なかな

か厳しい条件といえる 。信号機の場合は、メ

ンテナンスコストや球切れによる交通障害 リ

スクも含めて考えると、 LED器具に軍配が

上がるので、 一般化し たと思われる 。 また

LEDのガードマンは、人間の場合に比べ労

務コス トを低減でき、人間よりも確実に誘導

し、人を危険にさらすリスクも回避すること

が出来る。また機械式のロボ ッ トガードマン

に比べて消賀'電力が小さく、故障対応などの

手聞がほとんどかからないので、 急速に普及

している。

現場で普通に使われるには、このようにコ

ス トなどの問題を抜きには考えられないが、

LED光源利月3もいくつかの可能性からこの

壁を突破しているので、ガードマン以外にも

いくつか適用例 を紹介し、 今後の活用性を検

討してみたい。

圃現場で使われ始めたLEOI

1  . 作業用光源として

LEDによ って小型化 された懐中電灯やそ

れを取付けたヘルメ ッ 卜は、従来のものと比

ものであるので、費用対効果にはとても厳し

い。天井裏での作業が多い設備工事関係者に

は、小型で常時携帯できるから利便性が高い。

1 I . 安全表示灯として

各種の安全用品や警戒灯 - 際識類について

も、 LED化 により利便性が向上している。

ガードマンも乙のカテゴリーである。

電源が簡易になることによる小型化や、ソ

ーラーパネルなどと併用して電源を内蔵する

ことにより電気工事が不要となる乙とでコス

トの問題を解決して、どこにでも簡単に設置

できるようになってきた。 (写真 2)  

写真2 ソーラー充電自動発灯

道路鋲の使用例

ill .  C Iの表現として

仮囲いは白一色なので、工事看板類とマー

クによるアイデンティティ表現は重要で、あ

る。従来の商品は蛍光灯光源で、あるが、これ

をLEDに変えてソーラー電源と組み合わせれ

ば配線不要とすることができる。また、エコ

としてアピールすることが出来る。 (写真 3)

写真 3 仮囲い発光式サインパネルの例

(L E Dはオプション対応)

写真提供・問合せ先・日本セイフティー株式会社



N. 安全の見える化推進役として

圧力センサーの言|社111値にデータコンr ¥ータ

ーを用いてLEDの色変化で表示し、現場の

安全性をその場に常時表示できる 。

山留め鋼材に作用する土圧変動やコンクリ

ー卜打設による型枠支保工の圧力変化、上被

りの充分でな L 、トンネル椛造物の変位fii; の慌

視など、安全性を見える化し、活用されている。

神戸大学の芥川真一教授が主宰する OS V

(011 S ite V isuali zat ion) 研究会で、は、日hlll l

結果が、光の色として、いつでも誰にでも見

えている」 というコンセプ卜を刺lに、安全 ・

安心な施工、社会生活を実現することを日的

として、光る表示装置の開発 ・改良、および

適用方法の研究を推進している。 (写真 4 )

写真 4 L E D発光状況

上部 ' 白色、中間部' 音色、下部 : 黄色

写真提供 ・鴻池組

V. 水銀灯光源の代替として

従来は容虫の大きな光源として水銀灯を使

用しているが、電源が200Vとなり、専旧の

配線を準備するか、大きな発屯機を必2l
i
とし

て現場内の移動にクレーンが必Eit となるなど

簡単ではない。 これをLED光源とすれば、

ハンディな探具 となり利便性が大きくなる。

このような使途で、すでにいくつかの製
1'fI'，1J '

開発されている 。

・水銀灯代替器具の具体例・

株式会社ウエスト ・トラス トは、工'JI 川仮

設照明として管消工業株式会社、 トライスタ

ー株式会社と共同でLEDポータブル投光伐

を開発した。工事における省エネ型! 照明部只

として、消賀市力量が従来の 5 分の l となり、

100V電源で取扱いが容易で、ある。 この製 IE11

は特に管工事での利 用を想定して開発され、

下方を!! 自らし、マンホールに下りる |探の安全

ブロ ックも支持する専用架台と共に供JTI され

る。 (写真 5 )  

また、 |守色高輝度LEDラン プを光源とす

， 

‘  

‘ ‘ .  

写真 5 L E Dの投光 器 +三脚の例

写真提供 ' 株式会社ウエス卜・トラスト

これらの器具は、いずれも寿命が長く、電

力消費ほが少なく、 C 02の削減に効果がある

ことは言 うまでもないが、

①発熱叫が小さく、作業只や通行人のやけど

の心配がない。

①光源の寿命が長く、予備の屯球を用意しな

くても、夜間作業での巾断リスクが少ない。

①銀灯のように、点灯に待機H寺聞を必要とせ

ず、作業効率がよい。

①太陽光に近く、紫外線が少ない特性を持つ

ているので、虫を寄せ付けにくく作業性が

。

よ

①機器の車以が軽く、手怪に扱える 。

などの特徴を持っている 。 (表 1 )  

る発電機式! ! ( l I YJ 器具がJ] F- I発され、本年 5 J  1に

NET I S登録されている。従来の水銀灯光訪日

によるこの出兵は、基礎工' I i 段|併 で は 般 的

に使ｽ， ｉ ｾ されるものであり、まもなく大容祉の 配線が不安となることや、 100Vで扱える

ものが登JAすると思われる。 (写真 6)  ことがLED部呉の特徴であるとは申し上げ

たが、水銀灯の代替器具では、発電機電源に

よる大容量! 照明となる。表の右欄には、メー

カーカタログから、 20000ルーメンの器具仕

織を並べてみたが、光東あたりの燃料消費賀

は、水銀灯部具 の75%でしかない。LEDの

エネルギー効率 が従来の 6 - 10分の l とL
、

う剖には、燃費が上が っていない。

まだまだ最適な機器の組合せを追及し、光

東宝; の大きい器具に改善しなければならない

が、様々なメリ ッ トが期待できることも間述

L 、ない。 また、球切れ寿命の問題は、数多く

ある素子のいくつかが消えるだけで、作業の

支障にはならないので、予備の. f)J<や機器を用

意する必要もなくなる。

この分野ではさらに活用される機器が開発
写真6 発電機電源付L ED照明灯の例

写真提供 . 西尾レントオール株式会社 されることを ｊｾｈ 寺して ｌ 、る 。

仕様・寸法

表 1 L E D式照明灯仕様 ・性能比較表

( さくらい かずお)

新技術 (NETI S登 録) 従来技術 (NETI S登録) 従来技術 ( 筆者追記)

技術名 称 L E D式照明器 水銀フンプ2 灯式照明器

商標名 L E Dミームーンァフスター ミーアフスター 2 灯式ミーアフスター

光源 局輝度L E Dフンプ (3 0 0 W相当) 水銀フンプ4 0 0 Wx 2 水銀フンプ2 2 0 Wx 2

定格電圧 100V 5 0/60Hz  1  OOV  5 0/6 0 Hz  100V 5 0/6 0 Hz  

消費電力 1 7 6 W 9 0 0 W 

フンプ寿命 約4 0 0 0 0時間 約 12000時間 約 12000時間

灯異 気球式 直接投光式 直接投光式

全長 アウトリガー格納時700nm張出時980nm アウトリガー格納時 1055nm アウトリガー格納時 1055nm

全幅 アウトリガー格納時430nm張出時800nm アウトリガー格納時860nm アウトリガー格納時860nm

格納局さ 1260nm 2065nm 2065nm 

昇降最大局 2510nm 3400nm 3400nm 

昇降方式 ガスシリンダー屈伸昇降式 ウインチ式ポール昇降式 手動ウインチ

重 量 45kg 206k g 231kg 

全光東 18720ルーメン 2 0 0 0 0 x 2ルーメン

燃費 0. 2 Q/ h  0. 57 Q  /h  
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LED照明、応舗照

明としての効果

モール・エスシー開発建築設計部

大 竹 務

22 週第と社会 ・2010.11

- はじめに・

これまでの庖舗照明の目指すところは、商

品が美しく見え、 他! 苫告iIi よりもより楽しく・

より魅力的な庖づくりに固執してきた。 しか

し蹴境という観点から、 !苫舗が使用するエネ

ルギーが大 きくクローズアップさ れ、いかに

省エネを区|りながら、魅力ある庖舗環境をつ

くってゆくことができるか、が大きなあ閣と

なっている。すなわち従来の照明手法から、

保守やランニングコストへの配舷のみなら

ず、 地球環境への貢献、環境負荷の低減を目

的とした省エネ設備の導入は、極めて重要な

Ws 題である。

LED照明は、いまでこそ広く知られてい

る環境調布|型設備であり、省エネルギー ・長

寿命とい った優れた環境性能によ って、その

普及のスピードは目覚しいが、イトーヨーカ

堂も 、いち早 くLED! 照明に 注目してきた。

2007年妓工の新脂街I i より部分導入を開始し、

これ以降の新! 古では、その H寺々の最新の

LED設備を導入している。

しかし、 LED照明はいまだ開発途上技術

であり、過渡期であるハードウェアをどのよ

うに工夫し、! 苫命I i 照明として取り入れるべき

さらに{ 正ワットのLEDダウンライトは、

トイレのブース内の照明として採用した。本

絡的な「ものを! 照らすための」照明用途とし

て導入したが、まだ十分に明るくなく、 トイ

レブース内で、最も効果的な配置とすべく、

現場で実機をもって! 被度のみならず視感、視

覚J立にJ判艮点をおき実証しながら、その位白

|英l係を決定した。

その後、 2009年 3 月オープンの武蔵小金

井屈は、本絡的なLED導入を実施した脂命I i

であり、平成20年度の省エネデザインモデル

事業- に採択された。この店舗では、! 苫命I i ! ! 日明

のうち約38%がLED照明となった。 その後

LED! 照明の導入は多岐にわたり 、直近のア

リオ稲本 (2010/ 9 オープン) では、実に

80%以上をLED照明が占めた。

以降は、と くにポイン 卜となる、ｊ￟ ｾＱ 疏小 金

井脂およびアリオ橋本のLED! 照明について

紹介したい。

- 導入事例 1 : 武蔵小金井庖・

この庖舗で、はじめてLED! 照明を商品の

売上品t! 日|明として採用した。 (写真 ，)  

子供服 ・文具 ・玩具売場に導入された

LED! ! 賢明は色淵度を白色とし、賑やかさと

か、多くの実空間をベースに考察してきた。 '.泌ち若きを兼ねた売場づくりをしている 。売

ここでは、実庖舗で導入した事例を踏まえな り場としては、明るさだけではなく、色の見

がら、 LED照明の特徴や導入のポイントを

まとめて報告したい。

ILED照明導入の初期段階・

初期段階で、商品化 されたLED照明は、装

fiinやイルミネーションを目的としたi止ワット

のダウンライトで、ショッピングモールのア

クセントとして高天井のl次抜部のブリッジに

設置した。たとえ低ワットのLEDでも輝度

が高いことから、キラキラとした活気ある空

間を演出するのに好都合である。

写真1 イ卜 ーヨーカドー武蔵小岩井后

え方その再現性: も重要であり、高効率、同演

色なセラミックタイプのダウンライトと組合

せて使用し、 LED照明の比較的弱いとされ

る暖色系の見え方を補完し、商品の色も鮮や

かに見える売場を実現している 。

従来型ベース照明に比べ電力使用品は約

49%削減した。 これはLED照明の機器とし

ての何エネ効果だけでなく、 LED! 照明を -

;) -1二回に配置することで、空間の明るさ感が地

大し、従来の照度レベルを下げても明るい雰

囲気を維持することが可能となり、更なる省

写真2 イ卜 ーヨーカドー武蔵小岩井庖

駐輪場のL E D照明



エネ効果を実現することが出来た。

また共用自11としての駐il輪場の! 照明 として、

LEDJ 被明 を採用 し た ( 写真 2) 。 トイレに使

用するダウンライ トなどとは異なり、駐輪場

!照明は、もともと光の広がる蛍光灯による照

明が一般 的である 。LED照明の場合は光の

広がりが少ないため、通常の器具の配置設計

よりも、より器具 をコンクリー 卜壁面に近接

させ、十分に壁を照明することで見通したH寺

の明 るさ感を確保した。

- 導入事例 2 : アリオ橋本国

この庖舗では、 !古告fIi 照 明 としてLED器具

を約13，000台導入した、最新の環境国躍担シ

ョッ ピングセンターである。一倍昔前 (一事業

所) で、このようにまとま ってLED照明が

採用 された場所は例 を見ない。装飾J! 賢明から

始まり、 トイレ、ラウンジの小エリア の照明、

外 柄、さらに売場、モールの基本照明 まで

LED照明 を採用 し、j高内照明のLED採用率

は、約80%までに達す る。

モール間接照明

断面イメージ

光イメージ

空間イメジ

①売場

衣料売場、食品売場ともに基本の明るさは

LED照明で確保した。LEDの持つ輝度感と

新規' 性が売場の印象を新しく、クリアで最先

端なイメージを作り上げた。

前述の武蔵小金井庖同様、 LEDだけでは、

色演性の点で物足らず、商品をより鮮やか彩

り、魅力を引き 出すために高効率、高淡色な

HI D光源 (セラミ ックメタルはライドランプ)

を併用 した。

写真 3 イトーヨーカド ーア リオ橋本l苫

服飾・靴売場

表 1 モールフ ァサードラインの検討

A  B  

戸」

光源直管蛍光灯 光源 LED電球

光の出力が大きい 長寿命、交換も容易

メリ ッ 卜 消費電力が小さい

建築コスト安

保守が困難 光源色種類が少ない

デメリ ッ ト 消費電力が大きい

建築コスト高

②モール通路

徐々に高出力化 したLEDダウンライ トを

用 いでほぼ100%LED照 明のみで計画した。

ただし既存の照明計画を単にLEDに置き換

えただけではない。輝度が高い、シ ャープで

洗練さ れた光を持つLED光源の特徴を生か

した照明設計を行い、 「数値の明 るさ J では

ない、見た目の 「感じる明るさ j を重視 した

照明計画を実施した。

写真 4 アリオ橋本 モールのLED照明

C  

光源 LED電球

長寿命

-消費電力が小さい

光源色種類が少ない

建築コスト高
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特にモー j レサイドのテナントファサードに

おいては、蛍光灯を也統して設置し間接照明

として採用する例が一般的である 。見た目に

はソフ トな光が壁面を照らし、柔らかい優し

い空間が形成される 。 しかし、モールの長い

動線のすべてに間接の光をまわすことは、膨

大な本数の蛍光灯を使用する乙とになり、省

エネ性や保守性の観点から避けられるべき手

法である。

間接照明を L E Dで実施するためには、ラ

イン形のL E D! 1 賢明が必要で、あるが、ローコ

ストでハイパワーの直管蛍光ランプに匹敵す

るライン形L ED照明はほとんどみあたらな

い。そこで線状の光の帯でなく、点の光でモ

ーj レを彩るよう設計変更した。光源には現在

一般市場で入手が可能なL E D電土ji を採用し、

間接照明とは異なる、シ ャープな光でリズム

を生み出し、人の流れを点でつなぐ、高品位

な空間を作り出した。長いモールi f ))J 線には相

当数のL ED電球を多用したが、 40，00011寺問

と長寿命であるので年間5000時間点灯しで

も約 8年間はメンテナンスフリーである 。

① トイレ・ラウンジ

長寿命L E Dでも必ず交換の時期j が来る。

トイレのように営業時間に清掃1時間がプラス

されて、点灯 H寺聞が長い場所は、交換H寺のコ

スト、利便性を考｛ｾし、必要に応じて後から

容易に ｌｅｄ 部分を交換できる ｌｅｄ 屯ｊＩ ｊｾ を光

源としたダウンライトを主に使用した。また

視党的な明るさを向上させるため、暗がりに

なりそうなコーナ一部、アクセントになるア

ール天井にも、 L E D電球ダウンライトを配

置して、明るさ感を演出している 。

建築71ヲ状と調整した! 被明吾|画に注力するこ

とによって見た目の明るさをキープしつつ、

最大限の省エネルギーを得る工夫をすること

ができる 。

写真 5 アリオ橋本 トイレのL E D照明
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①外構

南側庖頭に自然の風と太陽エネルギー源、を

有効利用した風力& 太陽光発電付L E D外灯

を10基採用した( 写真 6 ) 。蓄電により不日

照でも 4 日間点灯( 日没から 7u寺間) する 。

外灯下部に設置した表示器で発電量をリアル

タイムに表示している。

環境性能の優れた設備をダイナミックに配

置し、施設全体のモニュメン卜効果をもたら

している。環境配肢とデザイン性を兼ね備え、

見た目の楽しさ感から、小さな子供達にも省

エネを考えるき っかけになればいいと考えて

いる。

またこの! 苫街I i の外音11駐輪場にはL E D防犯

灯を用いて各部位に必要な明るさを最低限の

電力で実現している 。自然エネルギーの活用

と発電量の見える化は今後環境負荷低減を進

める上で重要な事項である。

写真 6 アリオ橋本

外構太陽光・風力外灯

写真 6 アリオ橋本南側庖頚

発電表示器

- まとめ・

同じ庖街I i 照明でも、よく庖頭のディスプレ

イ商品にL E Dスポットライトをあてて照明

している庖舗を見かける。 しかし、期待した

以上の照明効果は得 られていないように思

う。現状のL EDでは、いまだ明るさが弱か

ったり 、逆に明るさが十分あるものでは照明

器具のサイズが大きくなり、 j苫舗環境全体の

バランスも崩しかねない。最も目立たせなけ

ればならない商品の色の見え方がL E Dによ

って損なわれてしまうことすらある。

L E Dは発光の輝度が高く、にぎやかさを

演出しなければならない脂制 ( GMS) 照明

にとって望ましい特性を備えている 。 また長

寿命も、点灯時間の長い庖舗にと って は大き

なアドノ〈ンテージでもある 。

L E D照明は今後さらに進化 し、すべての

照明がL E Dに切り替わる、そんな乙とも近

L 、将来実現すると思われる。 しかし、大切な

ことは省エネ機器を単に導入することではな

く、「適所適光」なバランスのとれた光計画、

配置をすることである 。過渡期であるからこ

そ、 L E D照明の特性をよく理解し、建築形

状との融合を目指すことで、最大限の省エネ

ルギーを引き出す工夫をすべきである。

また芯; 匠上でメンテナンス困難個所へ

L E D計画、導入された例を見ることもあるが、

L E Dは発熱が少ないとはいえ、高出力では

相当に発熱する 。熱に弱いので、放熱の必要

性は白熱、蛍光灯より高いため適切に放熱を

しないと ij 皮綴までに至らなくても寿命短縮、

発光効率低下が起きるためL E Dの利点が失

われる。低下進行が早くなれば大JJM' 具なメン

テナンスが必要とされるため適切な建築上で

の収まりを1確認していく乙とも重要で、ある 。

( おおたけ つとむ)



た旨を!司け出る。

①完了の届出

建築主は、 当該 住宅の工 Ｇｬｾ が完了した日か

ら起算して7 [ 1以内に、 市へ工事が完了した

旨を届け出る。その後、原Wlとして市の実焔

する別J:hl Mf認を受ける。

なお、挫築主は環境性能表示がされた住宅

をJ! 品入し、または賃貸しようとする人に対し

て、表示された環境性能の内符やその意味、

鐙築主の向己奇附lI iで・あること、ホームページ

に' 情報がjl j紋 されていること土庁の説明に努め

ることが求められる。

図 1

集合住宅

の表示

置主ＡｬＺ画面髭司町四 ｾｊ 調漏画監 Ｑ 莞主罰百 ｡ Ｚ 意舗詰 司・
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「神戸市すまいの環境性能

表示J の創設

図 2

戸建住宅

の表示

置泊亘画面語長司町制四槻鼠面iffi 書註富司圃量号室亘書3・

叡 o o o

地琢刷出への配置 a s s - o 官 Q

車帽町四国闘で司Sヱネ..... .... 
世む入国安主 ・安曲 ・ ・ ・ aうの 4 ・・・‘
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( ^ SII [ F l t 戸，噌 皿口糊相判' ! 1l ・・ g ニ屈をご貰〈ださも、

鷲尾真弓

神戸市都市計画総局建築指導部建築安全課指導係長

l ホームページでの情報公開

表示を兄た市民が、 ミJ! I該住宅の概要や表示

された項 |司以外の環境性能の評価結果など、

各物件の詳細11'情報もあわせて入手できるよ

う、表示( 図参Hmの布 下には物件ごとに付

与された コード番号 (1平成・・年一- 0 0号J)

を 掲 ｩ 隙している 。 市はｾ築 ｅ より届 出 された

内容を確認後、コード番号順に一覧表に随時

ｈ ｐ へのア ップ を行い、 ￮ ｬ ￮ ｴｾ が簡単に閲覧で

きるよう 的報公開して L 、く 。

A. j 山土，1(i:;; 'tI 毘化への間以低 地球温暖化の原

因と考えられている C0
2
tJ1ザ'ltl. Jl! jl l減の程度が

わかる。

B  佳物の断熱で省エネ: 住宅の外壁等の

断熱性による符エネルギー性能がわかる。

C. 住む人の安全 ・安心 : 健康やバリアフ

リー、l ! I i 犯等の日常生活への気遣いや地震H寺

の安f全性がわかる。

D  緑と街並みへの配慮: 挫物や敷地の緑

化の程度や周辺の街並みへの回目低がわかる。

E 太|場光発泡の利用: 太陽光発電等によ

る太陽光の利用があることがわかる。

l 適正な表示

建築物総合卵焼計画-，'fの! 市山 1: 1を 「確認1' 1'1

訪の21日lii i まで」へ繰り上げ、広告掲載前

に計画内容の4寸前日忠を行うことに加え、工

事完了H寺の現場確認の実施やCASBEE評価

員の活用促進等を市が行うことにより、適 正

な表示の実施創出来してL 、く 。なお広告等へ

の表示にあた っ ては、不当呆 品 類及ひ守ｾ ｾ 当表

示|的止法、 社団法人近織地区不動産公一正取引

協議会不動産の表示に|刻する公正競争此約な

ど関係法令等の遵守が当然に求められる。

また、本制度の利用 を中 し山ていない建築

物の表示や、木制度による表示と誤認を招 く

ような表示はできないものとする。

l 高評価物件への優遇

本制度. の定者のため、 まずは、様々な機会

を捉えて、本制度の使い方や優遇措置などの

メリットの周知に取り組んでL 、く 。

特に、本11制度利用の動機となるよう、金融

機関による加境問窓辺金利優遇住宅ローンの

J創共等、本lli リ肢を活用 した民間企業等との述

携により、日評価物件への優遇措置を講じて

L、く 。

そして、将来的に大川棋な集合住宅におけ

る広告等への環境性能表示の義務付けも視野

に入れながら、本制度を前川 した「環境性能j

の情報提供の仕組みの定着と、 11i 境性能の高

い住宅の千(f及を進めていきたいと考えている。

(わしお まゆみ)
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l 広告等による表示

表示の対象とする広告は、 r，'日取り図が表示

されるもののうち、当該建築主が選択する広

告とし、 JJ ; 1 境性能表示を見やすい場所に l カ

所以仁ぷ示するものとする。

ただし、集合住宅の広告で以下Q::，@に該山

するものは、原則表示を必須とする。

①新Ilf lk : 氏、維誌、ちらしその他これらに類

するもの( 単独での而引がA 4 サイズ以下で

あるものを|徐く)

①インターネットの利川によるものや電子

式方式 ・磁気的方式その他、人の知党によっ

て認識することができない方式による記録、

その他これに煩するもの

また、第三省1こ販売や賃貸を行わない建築

主は、設計者から紙媒体等でIL1境性能表示の

交付を受けたことによ って、表示の行為が行

われたものとみなす。

l 手続きの流れ

①建築物総合環境計画書の届出

建築主は、表示を行う対象が集合住宅の場

合はfi'( ff 認 FI情41の21 目前までに、戸建住宅の

場合は l紘認 I jJ 市の10日前までに市へ建築物

総合開境計画占を提出する 。

告凄 示をした旨の届出

建築主は、 Ｑｲ ｾＱＺｬＮ ｊ に広告等に ｊ ｊ［Ｑ境性能を表示

した 日から起詳 して15日以内 にili へ表示し

環境に円四位、した建築物の一層の普及促進が

求められている 中、神戸市では、「神戸市す

まいのJJ;l域性能表示J を新たに創設、本年11

月より迎Jf lを開始した。

本制度は、マンシ ョンや戸建住宅の環境性

能に関する情報を、その住宅を購入しようと

する人や賃貸しようとする人等にわかりやす

く提供する 仕組みを設けることによって、

ＨＱＩ住宅を ｊｨｾ Ｑ 入または賃貸しようとする 人

等に対し、選択の判断材料として、環境商取&.

に関する住宅性能の情報を拙 兆する ( 2) 住

宅供給事業者の自主的な烈境自己慮、の取 り組み

を誘導する( 3) 政械に百四位した住宅が高く

評価 される市喝の形成を図るーの 3点を実現

し、低炭素社会の構築を目指すものである。

なお、本11，111真は任意で、あり、環境性能表示を

希望する住築主等によって利用 されることを

怨定している。

対象は、新築等を行う集合住宅及ひ下鐙住

宅である。表示を行う場合は市:i' jIjI こCASBEE

事l' 戸及びCASBEE神戸一戸建によるCASBEE

の市へのJ市山が必要となる。に れらの評価シ

ステムはやIJ戸市HP で公表)

l 制度の目的

表示は集合住宅( 図， ) と戸控住宅( 図 2 )

の 2種類があるが、表示される環境性能は共

通とな っている。建築物総合環境計画書の取

組状況の ｾ ｾ ￎＮ 側 結架に基づいて、総合評 価 を 市

の花である 「あじさいの花J の数 ( 5 点満点)

で、特に重要な} . J ; [ . 境性能のI附姐度合いを 「菜

っぱj の数 (5点満点) で表示、太陽光発電

については太陽マーク( 有の表示) で表示す

る。表示のサイズや色、 形状等は、 市の定め

る表示; Mi ! 終に従うものとする。

・総合号下fil 日住宅の品質や外部に与える環境

負荷など、総合的な環境性能がわかる。

Ｎ ｾ 寺中 二重要な ｬｪ ［ Ｑ 域性能 の項 目 Ｈ 計 Ｕ 項目Ｉ

l 表示される環境性能
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実物大の木製遊具を

つくることから学ぶ

岸本美季

大阪大学大学院生

この企画は、木構造による実物大の模型製

作チャレンジプロジェク卜である。 1年ごとに

具体的なテーマを設定し、学生の手でデザイ

ンから椛造、施工まで、の建築における一迎の

流れを体験することを目的としている。主に、

大阪大学の建築工学コースに所属する意匠系

学生と構造系学生によるプロジェク卜である。

ここでは、 2009年度に製作した木製l遊具

について報告する。

l ワークショップ

事前に、細長い板を重ねることにより |曲而

を作り 出す形態を考え、このデザインの可能

性を模索するためにワークシ ョッ プを行 っ

た。他大学や学部生を含む多くの学生に参加l

してもらい、 一 日で、縮尺 112 の模型を 3つ

製作した( 図 1 、 2 ) 。登る、くぐる、すべ

るなど様々な遊び方が考えられる点や、主l ! 統

性のある波の美しさから長方形の案を選んだ。

112 の模型製作では、様々な発見があ っ

た。例えば、 ①作業性から木材と木材の接合

にねじを用いたが、ねじによる接合は怨像以

上に強いこと① ミニ模型と 112 模型では同

じ形でも受ける印象が逃うこと①木材は、 1

本 l 本は軽くても数十本になると大変重く、

施工方法をより検討する必要があることーな

どで、ある。

l デザイン・構造・施工方法の検討

ワークショップでのki E 吸を基に、更なる検

討を行った。

デザインについては、被の数をi成らし、シ

ンプルにした。波の高さは、子供が下をくぐ

れることや「都市公園における遊具の安全陥

保に関する指針J (以降、遊具の設計指針と

H干ぶ) に規定されている児童周遊具の高さの

上限などの条件から決定し、 王子面の大きさは

様々なサイズの模型による試行錯誤; を重ね、

決定した。
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図1 ミニ模型を基に作製

図2 ワー クショップで作製した 3つの

模型

図 4 施工の犠子

構造は全体を 1枚のシェルとして考え、全

体を ＱＧＺｽＺ く心 ｊ 俸を ｪ ｬ￭ｬｾＧ こして木材同士のずれを木

ねじで匝|定し、荷重を支点へと伝達している。

遊具にかかる荷重は遊具の設計指針を参照

し、木ねじの耐り1は木質構造設計規準 ・同解

説を参! ! 有した。

施工については、支えをいくつか設けるこ

とで、 h征工中に心絡が木材の重みでl性|がらな

L 、ょう計画した。

木ねじについては、木材ごとに互い違いに

打つことで、木ねじ同士の間隔をあけられる

よう工夫している。

l 建設

施工当日は設計図面( 図 3 ) と現実のギャ

ップに悩まされ、多くの トラブルに遭遇した。

施工がうまくいかなかった要因として、木材

がH寺閉経過に伴い大きく反 っていたことや、

寸法精度の非常に低い厚み方向に木材を積層

させることで、支点間距離を1確保しようとした

図5 完成写真

図 6 集合写真

ことが挙げられる。ある租夏のずれは支点で

l吸収できる仕組みとしていたが、予想以上に

ずれが大きくなり、支点、を当初予定していた

場所に設置することができなか った。また、

今回使用した木材はヒノキであ ったために堅

く、木ねじの下穴をあける際には、釘tが何本

も折れてしまった( 図 4 - 6 ) 。

後日、コンクリート基礎の製作も行った。

l さいごに

途中、いくつも困難があ ったが、最終的に

は怨像以上に迫力がある立派なものが完成し

た。参加し た学生は皆、本当に貨重な体験で

とても面白かった、という感想であった。完

成した作品は、遊具として使用してもらおう

と学内の複数の場所に設置の交渉を行った

が、遊具から洛下すると危険だと L 、う 理由で

実現せず、その点は J L;、残りである。

(きしもと みき)



司( 吉田鉄郎、 H百剰18 年 (1933) 、14年 (1939) 。

保存問題は専門家以外ではいまひとつ係り上

がらなかった。

その要因は、老朽化や容加率といった問題

に単純に! 帰着させることはできないだろう 。

これらと同等かそれ以上に大きな問題は、今

日の高度消自社会におけるその商品fi lli 値にあ

る。との点と深く関係するのが挫築物の見た

目、つまり様式である 。中央郵便局も心斎橋

そごうも、そして日本兵珠会館も、今、小異

に目をつむるなら、いずれもみなモダンスタ

イルだ。

議論の余地はあろうが、日本の近代建築が

モダンスタイルを獲得した時期1を、 1930年

代から 1950年代にかけてとしておこう 。端

的に言えば、この期間は前衛思想としてのモ

ダニズムの普及過程である 。|立俗化過程と言

っても よい。乙のとき、機能主義に代表され

るモダニズムが追求したのは、まずは建物の

使用価値であ った。そこでふさわしいとされ

たのが、歴史様式や装飾l性を否定した幾何学

的抽象形態、すなわちモダンスタイルだ った

のである 。

それから数十年。高度消iS : 社会の況代、商

品に求められるのは、使用価値よりも記号価

値で、ある 。たとえば神戸らしさ 。この「らし

さj とL 、う他者との差異を商品化することが

求められる。そのとき、モダンスタイルでは

ダメなのだ。なんとなくハイカラでオシャレ

でなくては。

- 近代産業としての真珠と神戸

水と女性に結びつけられた月のシンボルと

- モダンスタイルの今

日本真珠 会館のえ ｾつ神戸市中央区東 ＱＱ 可 ＱＲＲ

は“ HI GASHI MACHI  122" 、かつての神戸

居留地、東南|別にあたる 。居留地返還110余

年、戦後60余年と 旧居留地は変わり続けてき

たが、とくにこの10年、 周辺の変貌ぶりは著

しい。日本真珠会館の雨1HI J、税関があった場

所では、神戸|英lfGビルが地上170メートルの

高層ビルに建て持えられた。東隣はかつてミ

ノル ・ヤマサキ設計のアメリカ領事館( 昭和

32年) があったところで、その大谷石の外椛

だけを残して長く露天の駐車場だったが、本

年ついに 地 上 ＳＴ Ｑ ｾｾ の高府マンシ ョンが建っ

た。

地上 4 1惜の日本点;株会館も、昭和27年

(1952) の竣工当時にはそうした新しい変化

のひとつだったはずだが、今となっては周り

を中高層のビルに固まれ、取り残され感は否

めない。

しかし、それを言 うなら旧居留地十五番館

(1880年頃) や、海岸ビルヂング( 設計= 河

合浩蔵、明治H 年) も同じではないか。高さ

からしでも 卜分陥没しているし、古めかしさ

なら日本真珠会館の比ではない。

ところが、そうは見られていない。それど

ころかむしろ、 旧居留地を、ひいてはミナ卜

神戸を表象する記号として際立っ ている 。

この迷いはどこからくるのか。見渡せば似

たようなケースがある 。取り壊された旧心斎

橋そごう( 村野勝吾、 II rH日10年) 。隣の大丸

心斎橋屈 ( W.M ヴォーリズ、大正11年) に

比べ、 一般には刺しみをもたれなかったよう

に思えてならない。東京 ・大阪の両中央郵便
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① 日本真珠会館東函 (現在) 関係者の尽力により、後工当時の状態が保たれてL 情 。



② ③ 

① ⑥ 

① ⑦ 

1 玄 l生l 6 亨J¥務 室

2. ロ ビ ー Ｗ 応接ｾ

l出「

①東面

3 受 (，J  8 喫 茶 室

①南面

4 管 理 人 主 9.  f史 所

5  真珠検ＱＧｅ ｾ 主 ①応接室

⑤ ロビー

⑤屋上への回り階段

⑦真珠交換室 ( 4 階)

⑤一階平面図

③ 

「建築と社会 ｊ 第ｾ輯 Ｙ 号Ｈ昭和 ＲＸ 年 Ｙ 月号Ｉより
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⑬ 

① 

⑪ 

⑬ ⑬ 

『

-圃圃・・・

三三三三三三三

一一一一----

③南面

各ｼ精で ｾｎ なるｾＮ￮の被い、 ｾｾｬ ［ｲｪ ｬｬ［ 修行ｬｨＧ ｪ りの ｉＱ 柄 、 ｩ Ｚｊ￬葱 色

タイルf I ，'j りの 2 - Ｓ Ｑｾ 号、カーテンウオールの Ｔ Ｑ 府

⑬ 光安がイ字虜収容所で描いた泊象画「 コンポジションJ

昭和21年 (出典。 附 lられざる立J ! 築家光安治光J ，日 j 合、

平成12
1
1三)

⑪ 1階窓の函格子

⑫ 2階ホールからテラスを眺める

⑬北面

キャンチレバーの非常ｼ病段踊り ｕｾｽ と外部通路

⑬ (左) ⑬ (右) 内部の照明器具

光安のオリジナルデザインと忠われる

⑬ 地階採光のためのプリズムグラス

⑬ 

⑬ 
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して、そのあやしいまでの美しさが古代より

洋の東西を問わず人びとを魅了してきたーな

どと言われるが、宝飾品としての真珠が 円木

の庶民に身近なものとなるのは、やっと戦後、

の121かさを手にしてからのこと 。今 FI、私た

ちが真珠に対して 抱 くi愛美な 印象とは裏腹

に、日本の近代にとって、真珠は何よりもハ

ードな産業だった。すなわち粕巧な脱造兵珠

を作り I:Bす製造業で、あり、養殖を成功させる

水産業ーで、あり、それらを製品化するための加

工業であり、立iかな外国に向けて売り込む輸

出業だ ったのである 。

魚、! 燐を箔にしてガラス玉の内側に塗り 付け

る技術は改良が重ねられ模造真珠を完成させ

たが、それは養殖真珠に先駆ける産業として、

大正期から H百キ[ 1初期にかけて旧百合区( 現中

央区東部) に集中し た。真珠の謎拙助は三重

や四国をはじめ西日本に多く、神戸はその集

散地としても 地理的に有利であった。設舶真

珠の，1輸出には選別や穿孔といった加工が不可

欠で、そうした作業に必要な自然光をねるに

も、六甲山南麓は好者11合だった。愉，'1'，港とし

ての|監慌を諮った神戸には多くの外国人的i人

がおり、真珠輸出にも活断1 した。

ことにこそ「パールシティ 神戸j の原点と

アイデンティティがある 。このキャッチフレ

ーズは、真珠を神戸のファッションイメージ

と結びつけて産業振興を図ろうという意図の

もとに1981年につくられた。高度消白社会

における営業戦111各として期待したいが、ょミ珠

を近代事1
1
戸の文化史の中で捉えようとするな

ら、そこに至る有名 ｾｉＡｾ名の真珠産業の先述

たちの活動に思いを致すことも忘れられな

い。またとの事1
1戸の近代化辿践という文脈に

おいてでなくては、日本真珠会館の立 ｾ築も理

解することはできない。

l本真珠ミ会館に本部を置く日 :本真珠，1輸出組

合がH自利39年 (1964) にまとめた 『真珠の

歩み ｪ は全 Ｑ ， ＱＱ Ｓ 頁という大 ｉｦ ｦｴ で、 ｊＱｾ 業界

史としての詳刺lほ叙述に感服させられる 。通

覧して印象づけられるのは、戦前 ・l除':1-' ・!被

後の社会変動に翻弄さ れる業界と 関係者の務

lil :i l、とりわけサンフランシスコ51杯n条約発効

(1952年 4 月28日) 前後から注しく立ち上が

ってL、く様子である 。そのうちから、1 : 1本山

珠会館建設のキ引銀を取り 出すと、おおよそ次

のようであったらしい。

戦前に以珠関連企業合同体として設立され

ていた 日本合 同兵 珠株式会社 は、 1947年、

GHQか ら閉鎖機関 に指定 される。つまり、

! 被時経済政策にかかわった団体 とみなさ れ

「本邦内における業務を停止 させられ、その

本nl 内に在る財産の清算をなすべきものJ (閉

鎖機関令) とされたのである 。これによって、

30 

同社の在事1
1
株主は残余財産処分に際して配当

金を受け取る乙とになったが、それは課税さ

れ兵庫県に納税しなくてはならない。株主で

ある真珠関連企業は、その税金を真珠産業振

興の施策に活かすよう Ｑ ｾ ＱＧｉ ｾＧｩ 、 ｈ 自利 ＲＶ 年 ＨＱＹ Ｕ Ｑ Ｉ

4 月の県議会で 日本真珠会館の設立が可決さ

れた。建設費は、県賀から 6000万円、 真珠

業界からの寄附2000万円であった。

- 光安義光のモダンスタイル

こうして、日本真珠会館は兵庫県営繕謀に

よって設計されることになった。設計担当は

光安義光( 1919- 99年) 。後に営繕謀長とな

って、県の施設は県が設計する、外注はしな

い、という建築家集団としての官庁営繕哲学

を推進する人物である。 しかし、このときは

まだ32歳。昭和23年( 1948) に兵庫県建築

部に奉職して 3年目であった。

光安は京城に生まれ、京城高等工業学校建

築科を経て、昭和15年 (1940) に東京工業

大学建築学科に入学している。動機は助教授

であった谷口吉郎に怖れてのことだったとい

う ( 竹山消明「モダニズムの建築家。光安義

光 」 附 l られざる辿築家光安説光』育幻舎、

2000年) 。同大を昭和17年に繰り上げ卒業し

て兵役。復員後に落ち着いたのが、焼け跡の

残る事1
1
戸であった。

まず、光安が1' 1 : 任者として担当することに

なったのが、 H百平[126年の事Illhr. UMS地方事務所と

兵}_i_jY県立北条高等学校講堂、いずれも木造で

ある。その次がこの日本真珠会館だから、お

そらく有占にとっては初めてのS失跡J コンクリー

ト造の笑施設計であ っただろう 。先に触れた

資料 『真珠の歩みj では、兵庫県と業界によ

る設立委員会設世がH併1126年 (1951) 4丹、

施工入札が同年12月というから、設計が行わ

れたのは昭和]26年の後半とみられる 。

建物は地下 1階、地上 4 階。 11穏にロビー

と管理関係の諸室、 Ｒ Ｑ ｾｾ に事務 室と食堂、 Ｓ

Ｑｾ Ｑｩに事務室、そして Ｔ Ｑ 惜の大部分を真珠交換

室と いう 室配置である。事務室は真珠関連企

業の出張所や水産省や1
1
戸真珠検査所、最上階

雨而全部が充てられた 「交換室J は養殖真珠

の品評と入札が行われる大広間で、ある 。

乙の建物では、こうした用途と空間が、線 ・

面 ・色の立体的コンポ ジションにまと め上げ

られている。薄いスラブや袖壁は、あるとこ

ろでは明快な線となり( 南立面) 、あるとこ

ろではまとまりのある而となっている( 東立

国) 0  1階の監は御影石に よる一様な黒い面。

南面から回り込んで東而では庇となる 2階ス

ラブの薄い水平而とあいまって上層部の全体

を中空に浮かせて l'i 1t止 させる 。 2階以上の壁

はグレイッシュな浅葱色、その一部を額うよ

うに重ねられた大壁には白色、 41惜南町のカ

ーテンウオールには透明ガラス 。こうした壁

面に重ねられた、紺|い手摺りによる伸びやか

な水平線や、窓の方立によるリズミカルな垂

直線の繰り返し。それらは、浮遊感のある装

飾的効果をもたらしている。このように見て

くるならば、日本真珠会館は、ビルマで終戦

を迎えた光安少尉が英国軍の{ 字肪収容所で払i

いた小 さな1111象画( ，コンポジション 1946 

ビルマ ラングーン郊外終戦後J) を立体

化 したかのようだ。

この建物を立体的コンポジションと評して

きたけれど、今、敢えてこう 言 ってみ よう 。

伸びやかとか透明とか浮遊感とか言 うけれど、

それほどのものだろうか、今と 比べて・一。

ここに、現代におけるモダンスタイルの微

妙な立場があらわになる。歴史線式はいった

ん捨て去ったものだからとそ、再び引っ張り

出すと商品になる。 しかしモダンスタイルは

どうか。現代と緩やかに連続しているようで

いて、振り返ってもその来る道はたどりにく

い。 レ 卜ロ ・モダン愛好家や団地所えなど一

部マニアを除いて、モダンスタイルがいまひ

とつ支持を得にくいのは、その初期と 現在の

距離の1l1i 1り方の難しさによるのではないか。

それは、設計者自身の問題でもあったはず

だ。設計に取り組んでいる今と来るべき未来

との距離、すなわち、やりたいこととできる

ことのギャップである 。光安が設計段階で附

いた何枚ものスタディ用 ｊｾ ースは、それを如

実に諮っている 。中庭を介した高層部と低岡

部の組み合わせ、高くそびえる ＱＡＡｾ 窓の大壁而

と{!l く延びる全面のガラス ・カーテンウオー

ル。大H旦なコンポジションだ。 しかし、1950

年代初頭の現実で、は困難だった。そうしたや

りたいことを、できることにひとつひとって

いねいに変換した結果が、今日の日本真珠会

館だと言 えるだろう 。

「国際環境にあるため、官僚臭のない品物

のある表現が必要である J ( 光安治光「県立

日本真珠会館の設計について J r兵庫県建築

士会会報j 昭和]28年 1月) 。短い言葉に、設

計者としての認識と粉持が集約されている 。

養殖真珠をめぐる業界、輸出産業として育

成 ・振興したい国や県、戦災復興を則する事1
1

戸。 日本真珠会館のモダンスタイルは、それ

らを表象するものとして立ち現れたのである。

i語tiW

伊 I!X三樹雄氏 ( EI 本rr珠 愉山組合専務;111' 10 とJ如 |

者のご子息であるh l ! 築家・光安論陣氏( 光安治光&ア

トリエ MY ST ) には、これまで折にふれてイ1ぷなご

教示と 1'till な資料閲覧の機会をいただいた。記して謝

訟を表します。

( うめみや ひろみつ/ 神戸大学: 大学院准教授)
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回 一新聞
ザ・淀川

乃美夏絵( のうみなつえ)
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情報で人と人をつなぐ

5年前、 仕事が決ま って「淀}II 区」を知った。それまでは、特にどこという意識もなく

十三 (淀川区の真ん中) にあるライフ。ハウスを 2 、 3度訪れたくらい。それもほんの数時

間だ ったろう 。今は 1 日の大半を淀川区で過ごしている 。北区の自宅へは|眠りに帰るか、

着替えに帰っている 。

淀川区が持つ昼間の顔も、夜の顔も、早朝の景色も大好きだ。どれも全く遣う昧がある 。

対岸に大繁華街 ・抑圧lがあるとは思えない、小さな生き物がいっぱい暮らす静かで穏やか

な淀川河川敷。小学校の通学路にもな っている賑やかな商j古街。11汀工場も多く、製造品出

荷額は市内で l 位。個性的な居酒屋、パーも元気。マスターが中心になって Ilfj おこしをし

ているところもある。

こうして 1 日中地域を見ているのも、「ザ ・淀川U という“ まんま" なタイトルの地域

情報誌を出すためだ。 5 年前、「働かしてくださ Lリと編集部の門をたたいて以来、 私は

この生活から抜けられなくなった。 さらに昨年 9 月、創業者である南野佳代子が逝去。翌

10月から、編集長を受け継ぐことになった。

「ザ - 淀川U は毎月 l 回発行。淀川区内でほぼ全戸数をカバーする 9 万部を無料で配布

している 。読者は小さい子どもからおじいちゃん、おばあちゃん。区内はもちろん区外の

人、他府県の人も 「好んで淀川に来ては入手している」と手紙をくれる。

取材対象も小さい子どもからおじいち ゃん、おばあち ゃん。特別なととをしてなくても、

「面白いなあ - J とか、「それは今の|時代に大事やj と思われることは規模の大小にかかわ

らず、積極的に載せている 。私が乙の情報誌に心ひかれたのも、その内容からだ。「読者

のほうを見て誌面を作る j 姿勢は、今も大事にしている 。

また、引き継L 、だのは誌而づくりだけではない。編集部に入った当初から、これは仕事

なのか? と思ったことが多々あった。例えば、 地域の人たちが主になってつくるイベン

トが淀川区にはたくさんあるのだが、その催しに私たちスタッフは必ず駆り 出された。入

社したての頃はそれを取材Ｈ仕事Ｉと思い込んで 、いたが、その 剖りには裏方の ｾ｜ｦｕｾＳ が大半

を占める 。でもそれはそれで嫌ではなく、逆に{士事を越えた“ 11*1間関係" が心j 山よか った。

I  l ov e my  t o wn  

自分が今、編集長という立場になってみて思うのは、「仕事でこのまちに来たにせよ、

もともと住んでいたにせよ、たまたま移り住んだり、知的合いがこのまちにいたにせよ

何だかわからない縁のなか一緒にいるのだから、どうせならみんな笑顔で過そうやj とい

う意識が、淀川区にはずいぶん浸透している 。それは、今、全国的に 『地域の力』が見直

されているが、このまちではもうず、っと前から、同じ思いの人たちがつながって、“ 地域

を知 lる、顔見知りを増やすきっかけ" を企ててきたからだ。そのひとつに「よどがわ博J (淀

川 河 川 敷フェステイ ｊｾＩ レＩがある 。 これには区役所の職員さんもいちスタッフとして運営

に携わり、今年で第 9 回目になる ( 今年は10丹17日開催) 。

そんな輸の中心にいた一人が前編集長だ。地域情報誌という媒体を活かし、人びとをつ

なぎ続けた。私も地域情報誌の役割は乙乙にあると思 っている 。

いろんな人が暮らしているんだから温度差はあり、「ほっといてえなJ という人も当然

いる。 しかし、 「知らんよりは知っている方がええやんJ r各々にええことやってるんやっ

たら 一緒にやろやj というちょっとおせっかいな精神 を大事に、 『情報で人と人をつない

でいたL 寸。 これは前編集長がよく 言ってた セリフだが、 今、実感がある。

前編集長が言い出し っぺの、まちのいたるところを「文化ホールj にしてしまう 「よど

がわ芸術祭」 も、ザ ・淀川とともに来年で30周年を迎える。その一環として、編集部も主

催者になり、 11年前か らは毎月 l 回、十三の神津神社で「十三市j を開催。畳から は参集

殿で、淀川区料飲組合と協力し、「よどがわ川柳リ の席も設けている。ここ数年は各々に

活動してきた「よど、がわ芸術祭j だが、今年は30周年を目前にエン ジンを かけて、 音楽祭

や川柳大会を開くなど、大きな催しにできそうだ (11月13日- 21日を予定。会場は区内

あちとちＩ 。 ぜひ ｉｕｊ￯ｾ 、てほしい 。

強援と社会 ・初10.11 31 
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2001年 ~
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2007年 ~

2009年 ~

2010年 ~

賞歴

2004年

2005年

2006年

2007年

2009年

2010年

rGR OT T OJ  ( 芦屋市) にて

早稲田大学理工学部建築学科卒業

安藤忠雄建築研究所

芦 還 竜 一 建 築 設 計 事 務 所 主 宰

大阪市立大学生活科学部非常勤講師

近畿大学理工学部非常勤講師

神戸大学大学院工学研究科非常勤講師

京都市立芸術大学美術学部非常勤講師

Good Desi gn Awar d 2004  グッ ドデザ イン賞 (S H H)

日本建築学会作品選集入選 (S H H)

G ood  Desi gn  Awar d 2006 クッドデザイ ン賞 (S E TR E C HA P EL) 

日本建築家協会優秀建築選07 入選 (S E T R E C HA P EL) 

L EA F  A WA R D  2007 (S E TR E  C HA P EL)  

Good Des ign A ward 2009 グッドデザイン賞 (S g)

日本建築家協会優秀建築選09 入選 (S HI P)

第56回大阪建築 コンクール大阪府知事賞 ( Gro廿0)

Pers pecl i ve 40 Under 40 2010 ( 香港)

T H E  I NT E RNAT I ONAL  A R CHI TEC T UR E  A WAR DS  

(B A MB OO F OR EST  & H UT S  WI TH WA T ER)  

聞き手 中村祐記 (大林組)

写 真 慢 影 河 合 止 揚

32 建築と社会 ・2010.11

建築家の枠を超えた 『仕掛け人j

芦i翠氏の建築は、その意匠的な )1ヲ態や空間に目が向けられる。しかし、

彼の建築の本質は、建築形態や空間iそのものよりも、「建築で何かを

起こす」ということにある。その意味では、彼は建築を介 して何かを生み

， ｣ｬ ｾ ， す ｈｊ 掛 け 人 』 であると言える 。

例えば、初期作品であるワンルーム賃貸集合住宅 i SH HJ では、集合

住宅の廊下をあえてテラスのある南而に配した。廊下を歩く隣人と居住

者とが、テラス越しにお互いを意識するように仕掛けた。また、パブリ

ックとプラ イべー トのパ ッファゾーンとなるテラスを居住者が和極的に

利用するよう、 一室の大きさを20ni 程度と 小 さく設定した。その結果、

上見在の集合住宅では希薄になってL 、る、隣人同士のコミュニケーション

が活性化された。

とあるホテルに隣接する結婚式!日チャペj レi S E T RE CHAPEL J では、

内部の床、壁、天井を白く鋭面的に仕上げた箱を用意し、正面側のみ一面

ガラスとして、隣接する瀬戸内海に向けて開いたっくりとした。自の

内装が、正面のガラスから入る 景色や陽光を 映し こむ。畳からタへと

チャペル内に入る陽光が移り変わるに従い、チャペル内も H寺聞と共に

綴々な色に変化す る、叙情的な空間効果を生み出 した。

また芦i翠氏は自然を建築に舶極的にとりこむことを自らのテーマの

っとしている 。その実例である個人住宅 i S gJ では、平屋の住宅とし、

その屋上に庭闘をつくる乙とを提案した。平屋ゆえに、屋上庭園が隣家

からも自分の家の前庭として楽しめるよう設えた。面倒になることをや

めてほしい、というマンション暮らしであった施主にも、苗木を贈り続

け、ベランダで自ら育ててもらうととで説得した。この屋臼庭園を通じ

て、施主には植物と共生する楽しさを、近隣との聞には友好的な|共l係を

もたらした。

建築を介して 『仕;掛け』を行う芦淳氏のスタイルは、ともすれば国論

うも行に陥りそうにも思える。しかし、彼はその n士投トけ』について、でき

うる限りの検証を行い、体験した言葉として語る 。彼は先に紹介した

i S HHJ に笑|燦に住み、コミュニケーションが活性化 される様子を 日々

体験している 。また、緑化に適した植生や環境を知るため、自らの事務

所の屋上で屋上出固までつくってしまった 。 ￭ ｾ 、い野 菜に はいい土をつ

くらなきゃいけないんで、すよ ! J と熱く語る芦淳氏は、これらの体験を

心から楽しんで、行なっている。彼は自らの考えをモノとして実現させる

ことにこだわりをもち、具現化す るための検討、検証に労を厭わない。

彼の事務所にあふれる数々の模型は、 JIヲ状や空間の検証に留まらず、彼

の考えを検証するための実験装置ともなっている。ゆえに芦湾氏の論は

強い説得力をもち、また彼自身の考えに迷いはない。

そしてE見在、自らの仕事さえも日士掛けj ょうとしている 。i( 仕事が

生まれる) 環境そのものを自分でつくりたい。その中で建築をつくりたLリ

と芦淳氏は諮る 。現在、 奈良の過疎化した村にたひeたひな赴き、 若者が

いな L、村と、自然を求める者11会の若者とを、ワークショップ等を通じて

リンクさせる方法を模索している。一見、建築とは関係のない仕事にも

思われるが、その中でも建築は何らかの形で存在し、かかわ って いる、

と彼は考えている 。「建築家が関われる仕事は、住宅やホテルといった

クライアン トか ら頼まれるものだけではなく、もっと他のところに( 仕

事が生まれる可能性が) あるだろう j と語る彼は、建築家の可能性をと

ことん追求し、自らの思想と実現力で新たな一世界を 切り開こうとしてい

る。そんな彼には、今まで、の建築家の枠を超えた、もっと大きな可能性

を感じる。
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砂緊急地震速報を使った訓練

内閣府と気象庁から国土交通省を経て、緊急

地震速報を使った全国的な訓糾を行うニュー

スが入ってきた。気象庁から緊急地震述報の

受信端末に向けて訓練用の緊急地震速報を配

信することになり、建築団体加胞の企業等ヘ、

訓練への参加 をH干びかけたもの。訓練は12月

1 日 ( 水) 午前10時15分ごろに行われる 。

気象庁の日緊急地震速報H P

http: // wwl V.seisvol. kisholl .go. jp/eq/E E W /  

kaisetsll /incl ex. h  tm I  

.，. rあすなろ夢建築」応募要領

第20回大阪府公共建築設計コンクールが IJf. 1

催される 。“ 永く府民に愛され親しまれる公

共建築づくり" の推進を目的として、大阪府

などが実施しているもの。

応募資 絡 大 阪府内に所在する 、学校教育‘ 法

の規定による工業高等学校 ・短

期大学 ・工業高等専 門学校 ・専

修学校 ・各磁学校・高等職業技

術専門学校の建築関連学科に在

籍する学生- 生徒

募 集 区 分 第 l 部高校生の部

第 2部専修学校生等の部

応募登録 2010年12月9 日17時まで

H Pの応募登録画而から、大阪府

公共建築室のH Pに登録

ht t p: //wl V w. pref . osaka .jp/  

koken  keikakll /  aSll naro/ incl ex. html 

作品受付 2011年 1月11 日- 1丹14日

設計課題 大阪府営瓜破東 1丁目住宅集会所

大阪市平野区瓜破束 1丁 目

砂『夏休み! 子ども絵画コンクールJ

入賞作品決定

日本製粉附が実施した絵画コンクール 「わた

したちのまちの楽しい食卓J には、日本全国

から 1279点の応募があり、 10丹 4 日の最終審

査を経て、最優秀賞 l 点、俊秀賞 2 点、ユニ

セフn・1点、 NI PPN!t 1点が決定した。全受

賞作品と審査の コメ ントはhttp:// IVIV¥¥'.c1ff.jp/

nippn_sekainokoclomo/kaiga2010/に掲載中。

〈最優秀賞〉

『しあわせのオムライス j 成田高等学校付属

小学校 2年 ・小辞紗羅さん

(NI PPN11)  

『みんなでごうかなケーキパー ティーj 愛知

県大口町立大口北小学校 5 年 - 水野智美 さん

日本製粉仰では応募者に代わり応募作品 l 点

につき 100円・今回は127900P=Jを例 日本ユニ

セフ協会に寄付 した。

砂「建築と子供たち」講演会

子供たちのための住環境教育の実施に取り組

んできた大阪府住まい ・まちづくり教育普及

協議会は、大阪府、 制大阪建築防災 センタ一、

制大阪住宅センタ一、 (他大阪府建築士会、 (初

大阪府建築士事務所協会、 (他日本建築家協会

近畿支部大阪地域部会、 (初日本建築協会で桃

成され、平成21年度は大阪府下 4 小学校への

出前授業ほかを予定。

協議会では、子供たちがより 11'11涌授業に興味

が持てるよう、‘ 93年から NP O r建築と子供

たちネットワーク1111台j の活動を続ける細田

洋子氏と渋谷セツコ 氏 をH:倍、「建築と子供

たち」と 題して 1111台での活動を liHく 。

日 H寺 2010年12月 7 EI  ( 火)

13 :  30- 15 :  30 

会 場 大 阪 建 築 会 館 31精会議室

大|仮市中央区山人柿2- ト10

会 自 然 料 ( 先 着50名)

申 込 受 読 者 名 . T'fr);J!，団体 ・述絡先電話と

F AXを明記し、大阪府・{ 主まいまち

づくり協議会 ( FAX06-6946-0004) へ。

砂かんでん

住まいの設計コンテスト2010

テーマ {主ま L 、子が心地よ く毛主らすエコロジ

一住宅

要 件 ①住まい手の技らしの背景やニーズを

もとに、快適な住空間の堤案がある

①住宅の省エネ ・省CO
2
を実現する

ための工夫がある

対 象 2008年 9 月 1 1=1  - 2010年12月31 日

に媛工した住まい。省エネ給湯機を

取り入れ、大阪府- 京都府- 奈良

県・兵庫県・ 滋到県・和歌山県 に

生ｾつ新築かリフォームされた 戸 建

住宅・集合住宅

賞 地優秀賞. 1点50万|工l、優秀賞' 2点各

30万円、佳作数点各10万円

審査員 鈴木! 作・大阪大学名誉教授ら 4委日

応募者個人・組織を問わず設計者に限る 。

応 募 応 募登録後、作品提出は2011年 1 月

17日必着。

応募作品( 断面 ・配置平面図、作品

の外観 ・内観写真、アピールしたい

写点や必要な図面 ・資料) を「応必;

用紙J に貼りつける。

WE Bによる応募も可。

提出先 「かんでん住まいの設計コンテスト

2010J 事 務 局 ( 干541-0054大 阪 市

rl 'l央区南本町2-4-6、建報社) へ。

強襲と社会 ・2010.11 33 



砂人間一生活環境系シンポジウム

人間一生活環境系学会( 会長: 栃原総氏) の

第34回大会が新潟大学で、開催されるため、 一

般参加者を募っている 。日本建築協会も協賛。

http: //wl Vw. jhes- jp. comlこ詳報。

会 期 2010年11 月27日( 土) 、 28EI(EI)  

会 場 新 潟 大 学 脳 研 究 所

統合脳機能研究センタ-

61稽セミナーホール

新潟市中央区旭川通ト757

参加賀 人間一生活環境系学会正会員8000円

協賛学協会会員9000円

シンポジウム期間中は企業展示を企画。

砂第29回大阪都市景観建築賞

( 大阪まちなみ賞) 講演会

平成21年度( 第29回) の大阪都市景観建築1:t

の受賞者が、受賞作品について景観に配慮し

た点や、また景観における課題等について発

表する。参加賀無料。

大阪市( 言|画調整局計画部) と 制大阪市都市

工学情報センターが共催。

日 時 2010年11 月15EI( 月) 、16日( 火)

18 :  30- 20 ・ 30

会 場 淀 屋 稿 ア イ ス ポ ッ ト06- 4866- 6803

大阪市中央区今柿4-1- 1淀屋橋odona

定 員 各 日 30名( 申込み先着順)

発表大阪府知事立「淀屋柄。donaJ 、大阪

市長1:t rキャナルテラス堀江」、大

阪府建築士会1:t r田島大阪ビル j 、

緑化n rほたるまち J 、特別n r;レ

ポンドシェルビj レJ

淀屋橋odona

砂東リ本社旧事務所などの見学

伊丹市東有岡の束リ (仰木社工場事務所棟は、

1920年竣工の、波法節の囲内では最古の建物

で、木造 2 階建ての威厳のあるたたずまいで

ある 。

旧松本安弘邸は、貿易商・土井内蔵が1937年

に宝塚紋ケ丘に建てた洋風住宅建築で、設言十

者はカリフォルニア大学で建築を学んだ川111奇

忍 (1890- 1972) である 。

34 

建築史家 ・川島智生氏の案内により、この 2

iji 干の見学を行う 。

日 H寺 2010年11 月20日( 土) 13時

集 合 J R宝塚線猪名寺駅コンコース

改札口前

資料代 500円

定 員 30名

申込み 11月17日までにFAX078- 261-0775へ。

(1日乾邸〉活用応援倶楽部事務局

( 遊空間工房/ 神戸市中央区1:1:
1
山手通)

砂東工大大岡山キャンパス

ーその歴史と未来一

東京工業大学創立130周年を迎えるにあた

り、百年記念館( 設計: 篠原一男、 1987年竣

工) で建築模型や図面、写真 ・文書などをも

とに大岡 山キ ャンパスの形成と変濯を紹介

し、その未来像を模索しようという催しが行

われる 。

・展示会( 入場無料)

会 期 2010年11月4 日- 12月 3 EI  ( 金)

10:  00- 17 ・00、日曜日休み

会 場 東 京 工 業 大 学 百 年 記 念 館 1 階展示室

東京都目黒区大岡山2-12- 1

. シンポジウム( 定員 100名・先着順 - 無料)

日 時 2010年11 月17EI( 水) 18:  00-

会 場 東 京 工 業 大 学 百 年 記 念 館 31精

テーマ 「大岡 山キ ャン ｊ ｾ スのこれから ｊ

砂妹島和世講演会「建築と環境J

兵庫県立美術館の第 4 @] KEN- Vi 文化セミナ

ーに、建築家 ・妹島平日世氏が登場する。

妹島さんは金沢21 世紀美術館の設計で知ら

れ、西沢立衛さんとともにアメリカやヨーロ

ツ ｊｾ でも美術館などを数多く手がけ、 ＲＰ Ｑ Ｐ 年

にはS ANAAとして建築のノーベルn・とも 言

わオ1 るプリッカ -nを受賞・した。

講演会の第二部では、妹島氏と、金沢21 世紀

美術館館長も歴任してきた兵庫県立美術館-

蓑 笠館長との対談が予定されている 。

日 H寺 2010年11 月27E1 ( 土)

14  :  00開演( 開場13 : 30) 

会場兵庫県立美術館ギャラリー棟

3  ｉ ｾ 皆ギャラリー

妹島和世氏

写真 岡本隆史

神戸市中央区脇浜海岸通1- 1- 1

受講料 一般1000円、高校生以下500円

( 全館自 由席、 未就学児は入場不可)

・第一部講演

「建築と環境」妹島平[1 世

・第二部対談

「美術館がまちを変える 」妹 島 和 世 × 葉 監

チケットは前売りのみの販売となり、兵庫県

立美術館ミュージアムショップとローソンチ

ケット (L コード 52629) で! 仮売中。

視聴者プレゼント用招待券は日本建築協会

(T E L06-6946-6981  ) ヘ。

砂大阪府立狭山池博物館

秋季企画展

「古代西除} 11沿いの集楽景観j

会 期 2010年10月 9 日- 12月 5 日( 日)

10 :  00- 17 :  00、月曜休館

会 場 大 阪 府 立 狭山池博物館 ・入館無料

大阪府大阪狭山市池尻中 2丁目

南海電車高野線「大阪狭山市J駅下車

展 示 池 内 追 跡 、 大和川今池遺跡、高木辿

跡、坂浩跡、河合遺跡、難波大道か

ら出土した須恵器、土師器、黒色土

器、瓦、硯、木製l容器、祭杷具、育

銅製品など

砂平城遷都1300年祭特別展

富津八ーのうたにのせて

- 奈良の古寺と仏像-

27歳で初めて奈良を訪

れたのち、生涯35回奈

良を旅した歌人 - 曾津

八ーは、その感動を短

歌や書、論文で表現し

た。本展は、八ーが詞

んだ歌、替、美術史の

論文などを紹介。八ー

と親交の厚かった小川

H背|場とともに、工藤利

三郎、草創期の写真家 興福寺板彫十二神将拓影

の作品を展観する 。

東大寺龍松院蔵

会 期 2010年11月20日(土) - 12月19日(1: 1)

9 ・00- 17 : OO( 金 ・土は21 :  00まで)

月|曜休館

会 場 奈 良 県 立 美 術 館

奈良市登大路IrrnO-6

入館料 800円、 大高生600円、小中生400円

内 容 「金堂壁画模写第 6号 壁 ( 阿弥陀浄土

図) J、「東大寺 ・大仏台座蓮弁線刻

画拓影J、杉本健吉画・飛天Izl、すゐ

えんのあまつをとめが等々約140点

招待券は 日本建築協会 (T E L06-6946-6981) へ。



砂ウフィツィ美術館自画像コレクション

巨匠たちの「秘めた素顔J

1664- 2010 

エリザベー卜・シャプラン

〈緑の傘を手にした

自画像}

1908年頃

@Su concessi one del 

Ministero per i  Beni e  

le Attivita Culturali 

イタリア・フィレンツェにあるウフィツィ美

術館は、メディチ家歴代の蒐集品を基本に、

ダ ・ヴ インチ 〈受JI 台告知〉やボッティチェリ

〈ヴィーナス誕生〉 などルネサンス絵画の宝

庫として知られ、自画像の所蔵は約1700点以

上に及ぶ。

本展は、ウフィツィ美術館のレンプラント、

シャガール、デ ・キリコら巨匠約70人の自画

像を厳選し、形成期から現代までの350年を

概観しようとするもの。

会 期 2010年 11 月271: 1( 土)

- 2011年 2 月20 日( 日)

10: 00- 17  :  OO( 金H程日は19 : 00まで)

月l曜日休館 (2011年 1/10は開館・ 翌

1111は休館)、 12127- 1/ 4 は休館

会 場 国 立 国 際 美術館

大阪市北区中之島'1- 2-55

観覧料 1400円、大学生1100円、

高校生800円

中学生以下は無料

展 示 レンプラント ハルメンスゾーン・

ファン ・レイン、ジャン・ロレンツ

オ ・ベルニーニ、ジャン= オーギュ

スト = ドミニク・アングル、マル

ク ・シャガール、草間弼生、横尾忠

則、杉本博司らの自画像

招待券は日本建築協会 ( TEL06-6946-6981) ヘ。

砂 園 府 理 展

[ Parabol i c Gardenl  

乗り物の形態をモチーフに、植物や生態系そ

のものを組み合わせた大型彫刻を手がける図

府理氏の個展が開催される 。本展では、 1場

の光の下では見えないもう 一つの世界を、ほ

のかな寓話のように物語る i KOKUF UMOBI L J

の現在形を紹介する 。

会 期 2010年11月 9 1: 1- 12)=14 日( 土)

会 i易 アートコートギャラリー

大阪市北区天満橋 1-8-5

OA Pアートコート l 階

展 示 イ ン ス タ レ ー シ ョ ン i Paraboli c Garden  

( 寓話の庭) J など

砂林勇気展

林勇気氏は関西を拠点に活動する若い映像作

家 。 日常のＩＡｬｩ ｬ 景を素材に、自ら Ｑￆｈ［ｾ した写真

を取り込み、切り抜き、重ね合わせアニメー

ションを制作し、国内外の美術展や映画祭に

出品するなど活躍の場を広げている 。

今回展示する新作 rthe lI' or lcl ancl f ragment s 

of the worl dJ は二次元的映像世界から次元

を変えた試みで、新たなる展開を見せる 。

会 期 2010年11月 6 日- 12月 4 1: 1  ( 土)

11 :  00-13 :  00/14 :  00-19 :  00 

日・月休廊

会 場 ギ ャ ラ リ ー ヤ マ キ フ ァ イ ン ア ー ト

神戸市中央区元1[0迎 3- 9- 5- 2F

入 場 無 料

( the worl d and Iragment s  01  the worl d)  2010 

砂熊本市現代美術館

「古屋誠一メモワール. 展J

オーストリアのグラーツを拠点として写真活

動 を す る 古 屋 誠一 氏は、 2002年に「第27回

伊奈信男賞J を受賞している 。本展は、 1989

年より発表を続けている i MemoiresJ シリ

ーズを中心に構成される 。会場では、 20世紀

中央ヨーロッパの激動の歴史と、突然1985年

に自死した古屋の妻クリスティーネ、そして

家族をめぐる記録を通して、写真表現の奥深

L 、魅力が伝わってくる 。

なお、同会期にギャラリー I では、古屋も企

画者の一員としてかかわったサイコアナリシ

ス現代オーストリアのH良差し展を開催中。

会 期 2010年 9 f l18日- 11 月28 日( 1: 1)

10 :  00- 20 :  00 

火曜日休館 ( 11/23開館、翌日休館)

， ， 

古屋誠一 ( Graz，1994)  1994年

東京都写真美術館蔵@Seiichi Furuya 

会 場 熊 本 市 現 代 美 術 館 ギ ャ ラ リ ー E

熊本市上通IHJ 2-3

びぷれす熊日会館 3階

観 覧 料 共 通 観 覧 料1000l
I

1、 高 大 生500円、

小中生300円

招待券は日本建築協会 ( TEL06-6946司 6981) へ。

砂藤本社介展、

ワタリウム美術館で

この展覧会は、現在最も注目を集める建築

家 ・藤本壮介氏を ililluこ、「建築と東京の未来」

を考えていこうというものである 。

会 期 2010年 8 )=114日- 11 月28日( 日)

11 :  00- 19 :  OO( 水IIla 日は2111寺まで)

月| 曜日休館

会 場 ワタリウム美術館 03- 3'102- 3001  

東京都渋谷区神宮前3-7-6

入場料 1000円、 25歳以下の学生800円

展 示 2  ｉ ｾｾｾ ・ Ｑ ＱＱ スケールの透明索材に

よって作られた不思議な建築空間

3階: 事務所設立前から現在までの

藤本壮介のコンセプトドローイング

4 1消 1/150ス ケ ー ル の 都市 模 型

により、藤本壮介の「建築と東京の

未来を考える 2010J を提案し、展覧

会来館者に東京の未来像を提案し

てもらうワークショップを実施

砂バウハウス・テイスト

バウハウス・キッチン

1919年、 ドイツのヴ ァイマールに誕生したパ

ウハウスは、機能的で無駄のないデザインか

ら男性的で、あると捉えられるが、多くの女子

学生を採用するなど女性躍進にも 一役買って

いる 。女性を家事労働から解放するための新

たなキッチンとその周辺器具も提案していた。

本展はパウハウスのキッチン闘述の作品を紹

介し、新しいデザイン・女性像 ・生活様式の

歴史的意義を聞い直そうとする 。

会 期 2010年 9 月18日- 12月12 日( 日)

10 :  00- 18 :  00 )'111程日休館

会 場 パ ナ ソ ニ ッ ク 電 工 汐 留 ミ ュ ー ジ ア ム

東京都港区東新橋1-5- 1

パナソニック電工本社ビル 4 1街

入館料 700円、 65歳以上と大高生500円、

中小生300円

展 示 リス ・ウe オルゲ、ル {ノT ウハウス ・ワ

ンピース ) 1928王手、ゲノレノ、 j レト ・マ

ルクス 〈コーヒーメーカー ) 1925年

頃、 〈マイスターハウスの使い方「フ

ィルム J ) 1926年など

35 



理事会

理事会

第 4 回'l;I; 任耳J ! 'li 会

9 月29日 (水) 16 : 00- 17 : 00 

出席者 '1'弁会長ほか 9 -Z' ， 

議 事 ( 1 ) rlill 築と 社 会 」 誌而 等 の 転

［ Ｑ 誕取扱 ｼ 人 Ｇ ｉｾ ｊｉＮ について

(2 ) 後援名義等の l史Jl1j 両日につ

いて

(3 ) その他報白 'If 項等

青年技術者表彰式

第57回青年技術者表彰式 ・講演会 ・懇親会

9  J=129日( 水) 17 :  00- 20 :  00 

ｊｊＯ ｾ＠ 所 O MiVIビ j レl 附 サ ロ ン

表 彰式

出席者 受 賞 者 171' ，

講演会

選考委μ 設策委只長ほか 3名

協会役μ rl' ) 1・会長ほか 6 名

一般 参加者 15t， 

(  1  ) 会長から受賞者へ記念品の

授ワ

(2 ) 受賞何代ぷ 側w引11止l! 築 Ilf

務所 ，'!l f l  1  ｾよ Ｚ剛氏 の挨 Ｎ ｪ Ｍｧ Ｕ

出席者 461'， 

講 師i f鉛't<';J HJ ! 築設計 'IH方所設計部部

長 ';' i' l河宏治氏

テー' 7 I i l l 築からの仕掛け~社会性 公

J 七十1: の 観 点 か ら ~

懇親会

，'1'，席者 50t， 

行Ii 脱 者 選 与 委μ . ; l帥 li ，受賞

者 協会 役w- r r を交えた懇談 ・

*Ul括会

編集委員会

第 6 回編集委員会

9 月 8 日 ( 水) 18 ・00- 19: 00

出席 者設楽委 ｴｾ 長ほか Ｔ ＱＧ ，

36 強築と社会 ・2010.11

議 'If ( 1)  10n 号特集「建築ストック

社会の形成への展望J の報

LJ-"_ 

"  

( 2)  11 F1 号特集 r( 仮題) L E D 

!!日 明 の 活 用・ 将 来 を 与 え

る」の報告

( 3)  12J-1号特集「束京スカイツ

リー」の報告

( 4)  1  YI号特集「第17回“ 私の

空1m作 法"J f UR向 ケ丘第

一団地 におけるストック再

生実証試験j の報告

( 5 ) 各小委員会 ・分科会の報告

( 6)  1-1木建築協会著作権内脱

( 7 ) 収支状況報告

第 6 固法令分科会

9 f1 8 L1 ( 木) 14 :  30- 16  :  30 

L!'，1rr;者 ，¥111純 粋 ιJi ほか 5名

議 'Ii ( 1 )  f法令 コーナー j の企画

(2)  10灯号 「建築ストック *1会

の形成への展望」特集

( 3 ) 的 報交 換

第 6 回作品作風小委員会

9 川30 11 (木) 19 :  00- 20 :  00 

山町 名 池 上 ｨ ｾｉｊ 委只長ほか Ｘ il ， 

議 'Ii ( 1 ) 作 品の選定

(2 ) 作 JIll のlJ; lil改状況並びに j[J il&

予定の報告

( 3)  fgall eryJ 指紋報告 ，Jユ定

第 6 回広告企画小委員会

9  J  18  11 (本) 16 : 30- 18 : 00 

， ＧＱＧ ，山弁 設楽委 ｴｾ 長ほか Ｖ 名

議 'II ( 1)  10J 1け特集「建築ストック

*1会の形成 への11王ー望J

( 2)  11J 1け特集 f ( 仮題) L E D 

!!日191 の 活 川 ・ 将 来 を 与 え

るJ

( 3)  12月号特集「東京スカイツ

リ- J

( 4)  HI 号特集 「第171TII “ 私の

セ11¥.1作法 "J f UR向 ケ 丘第

一団地 におけるストック再

生実証試験j

( 5 ) 広告の拘i I 改状況

( 6 ) 収支状況の報告

( 7)  2011年 2 月号特集の企画

( 8 ) その他

第 6 回10年委員会

9  Ji 2 日 (木) 18 :  30- 20 ・00

LI' ，席 者 設楽委員長ほか 3 名

議 事 大 Ａ 仮そうせいＨ京 ｉｪ ｾミＩプロジェ

クトのマップの検討とツアーに

ついて

事業委員会

第 4 回情 報見学小委員会

9  J二191: 1 (木) 18 :  00- 18  :  45 

山市者 瀬戸川委員長ほか 6 名

議 'Ii  本年度事業と今後の予定

出版委員会

第 5 回出版委員会

9 月161二1 ( 木) 18 :  00- 19  :  00 

n日市ヂf 七原委員長ほか 8名

議 'II ( 1 ) プロのノウハウと 特装木の

経過報告

( 2 ) 進行中の テーマについて

( 3 ) その他

特別委員会

第 2 回 群 像

9 J Il7EI  ( 金) 18 :  30- 19  :  30 

，Ｇｾ， ｉｉ 百行 本多「関西の主ｬＡ築抗 Ａ ｬ ｬ 川象 ｪ 編

集委員会代 表ほか 7 *， 

i議 '11: ltH象登場者の選出

入 会 者 (敬称略)

〔個人正会員〕

1D : 元克紀 (附大林最11

白 石 兵 也 鹿 J誌建設(仰

N 寸 主t(: I 側 竹中工務J;Ei

11.帯広l 芳寿 (紛H白羽l設日|

11 11年 2010' 1三9月29日( 水) 17・00- 20 : 00 

会場 OMMピル l 階「サロンJ

，'1'，)日 百年技術者受賞者17名

ｾ ｲｬＧ ＺＡ Ｑ 会長、設楽選考委員長を囲んで

企 17年技術者を代表して挨拶する野口火闘11氏



電気・空調・衛生・防災 ・産業廃水設備

設 計 施 工

・B ヲイヲシ練武会社

空調・衛生・クリーンルーム設備

(設計 ・施工)

組朝日工業社

本白大匝本社 〒550-0002 大阪市西区江戸抱 i 丁目9番25号 電話 (06)6441-8231

東 京 本 社 干 102-0071 東京都千代田区富士見 2丁目 15番 10号 電 話 (03) 326ト8231

支 社 名古屋 ・福岡

宝 庫 札幌 ・仙台 ・新渇 ・大宮 ・千葉 ・横浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広 島 高 絞 ・熊本

営 業 所 帝広 ・函館 ・青森 ・秋田 ・盛岡 ・前橋 ・長野 ・静岡 ・豊田 ・津 ・宮山 ・

福井 ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 鹿児島 ・那覇耳

出 張 所 旭川 ・福島 ・川崎 ・紙江 ・徳島 ・下関 ・長 崎 大 分 ・宮崎

海 外 支 庖 シ ン ガ ポ ル ・ホ ン コ ン

技術研究所 〒354-0044 埼玉県入間郡三芳町大字北永井390番 地 電 話 (0492) 58-1511 

本社 ・本庖 東京都港区浜松田Tl -25-7 電話03 ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島1- 58- 59 1'J:話06 ( 6302)  2270 

支 底 北海道/ 東北/ 北関東/ 績浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

We  have hope 

' 圃印 刷 ・ 鍵 ポスターカタログパンフレット. 鏑年I i 社史

抱路、文字、画像データ処理

・ メディア事 制限 ｓｐ プランニングコンヲルテインク ｉｔｾυ コーション‘

web;QUメディアコンテンツ金属湖畔

• 
， 、 練 式 会 社NPGー ポ レー シヨン

本 社 干530-∞43 大阪市北区天満ト9- 19

¥el :( 田 ) 6351 - 7271 ( 代) fax: (06) 6352- 7479 

第二ピル 干臼G∞43 大阪市北区天満ト11- 8

¥el: (06) 6351- 0128( 代) fax: (06) 6351- 0208 

東京支社〒105- 0 0 0 4 東京都港区浜松町 ト2-1

一光浜松町ピル7 F

¥el: (03)  3433- 5211 ( 代) fax: ( 凶) 5776- 7733 

( 旧社名ナニワ印刷側、 日 本 デ タ ネ ット捌)

@; よ込~
ｖｊＭＭｾ パ ｩ 、ＭＭＧ｜ＷＧＭ

地球環境を守り、100年建築に貢献する

N A C且圃 のアルミ表面処理

株式会社 日 本 電 気 化 学 工 業 所

htt p: / /na clj p  E - mail : s c @na cl. c oj p  

本部営業部 〒560- 0036 大阪府豊中市蛍池西町2丁 目7番26号 NACL t -ル2 階

T E L  ( 06) 6843- 1235 (代) F AX  (06)6853- 1632 

東京事務所 〒111- 0051 東京都台東区蔵前2丁目 7- 2 東京NACL t -ル

T E L  (03) 3862- 0978 ( 代) F AX  ( 03) 3862- 7098 

デンカC S Aファミリー製品

.  :;::.，n  CS A ( 膨張| 協和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・ヨｾＺＮ， ｮ ｬｊｾ，ヨニ ｊ Ｈ クラウト用 無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

- T二J n守3ーデ.J ' J 友 情喜一? ? ? ) コンクリート躯体の漏水補修に

・安ニJ nES(土質安定用意硬材 ) 地盤補強用薬注入

・安二J nI J OOO(製品用 超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T EL 大阪 ( 06) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 0 3) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

浜 宗 産 業 株 式 会 社 小 浦 産 業 株 式

T E L 本 社 ・京都 ・京丹後 ( 0 7  7  2)  7  2  - 2  2  2  0  T E L 大阪 ( 06) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

舞 鶴 ( 0 7 7 3) 7 6 - 0 1 3 3  
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r  J ¥イパフォーマンスサインj

阪神コンテンツリンクが運営する Iビルボードライブj では、期待感と内装演出に応じた効果的芯サインの

展開と、上質で施設全体の雰囲気を 層盛り上げるサインの設計を担当しました。

ライブ中の照明効果主主ど様々主主シーンに対応する仕掛けとして、フルカラーで調光・ランニングフェー ドが

サインは効果的に訴求することで、空間価値を高め、見る人の心に響可能怠LEDライトの装備をしています。

き、強いメッセージ、として印象付け出来る、重要芯アイテムです。
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03379- 11  雑誌

わたしたちはサインを、あらゆる角度から検討し、常に新しい考え方を提案します。

株式会社阪神コンテンツリンク

L E D特集協賛広告


